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1. はじめに 

 2006 年 2 月 27 日，北海道斜里町の知床半島オンネベツ川河口付近の海岸において，油

にまみれた海鳥の死体が複数見つかった．発見者は野鳥の撮影のために現地を訪れていた

旅行者であった． 
 発見当初，真っ黒く変わり果てた姿となった海鳥の死体は，純白の氷雪原に 20 羽ほどが

散見されるだけであった．しかし，季節外れの暖気の影響で雪解けが急速に進み，それに

連れて氷雪の下深く埋もれていた死体が次々とその痛ましい姿を晒しはじめた．わずか数

日後には，実に数百羽もの死体が累々と海岸を埋め尽くす，異様な光景となった．死体の

漂着範囲も知床半島を発端に，より北西に位置するオホーツク海沿岸地域の各地へと不気

味な広がりを見せるに至った． 
回収作業が始まってから同年 6 月 30 日までの約 4 ヶ月間に，稚内～知床半島までのオホ

ーツク海沿岸域で確認された油汚染海鳥の死体は，ウミスズメ科，カモメ科，その他の鳥

類を合わせて 5,600 羽に達した．我が国では過去数例の油事故による鳥類の被害が報告さ

れているが，1,000 羽を超えるほどの被害はまれであり，まさに今回の知床の事件は過去に

類を見ない未曾有の惨事であったと言える（表 1）． 
 

表 1 鳥類の被害が記録された油事故の例 （*1 の表を改変） 

発生年 流出源 発生場所 流出量 油の種類 被害数 

1971 年 1 月 不明 新潟県柏崎沖 600t（約 200kl） 不明 73 

1974 年 12 月 18 日 
三菱石油・水島精

油所 
岡山県倉敷市 10,000kl 重油 173 

1986 年 1 月 不明 島根県島根半島沖 不明 不明 1,761 

1990 年 1 月 25 日 
マリタイム・ガーデ

ニア号 
京都府若狭湾 916kl 重油 50＋ 

1993 年 1 月 26 日 ノードホープ号 北海道苫小牧沿岸 50kl Ｃ重油 306 

1997 年 1 月 2 日 ナホトカ号 本州日本海側広域 6,240kl Ｃ重油 1,315 

2006 年 2 月 27 日 不明 
北海道オホーツク海沿岸

（知床が主） 
不明 Ｃ重油 5,600 

※この他に近年では長崎県対馬周辺において冬期に多数の油汚染海鳥が確認されているが，現時点では詳細不明． 
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2. 油汚染海鳥の漂着状況 
 油汚染海鳥の死体が集中的に漂着した現場は主に知床半島の斜里町側で，知床半島先端

部から奥蘂別川に至る海岸線である（図１）．この区間は比較的大きな礫や岩礁が続く海岸

であり，海鳥の死体は礫の海岸で特に多く見つかった． 

 
図 1 斜里町における回収区間地図 

 
一般に“油汚染”と聞くと，1997 年のナホトカ号事故の際のように海岸が大量の重油で

覆われ，激しく汚染されている光景を思い浮かべるが，今回の様相はまったく異なってい

た．油自体は小さなオイルボールが散見された程度で皆無に近く，一見したところ，海岸

には特段の異常は感じられないほどであった（図 2）． 
実際に漂着していたのは，油そのものではなく，油が付着した「多数の海鳥の死体」と，

同様に油が付着した「若干のロープや漁網（図 3）」であった．海岸に残っている流氷にも

油の付着はまったく見られなかった*2． 



4 
 

 
図 2 事件発覚翌日のオンネベツ川河口海岸（右岸側）の様子（2006.2.28） 

 

 
図 3 油が付着したロープ（中までは染みこんでいない）（2006.2.28） 
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死体は主に海岸の礫や氷雪上に露出した状態で見つかったが，体の大半が氷雪の下に埋

もれ，翼や頭部などといった体の一部だけが露出した状態のものも少なくなかった（図 4）．
中には一抱えもある大きな岩の下敷きになっていて回収が容易でないものもあったが，こ

れらのことは前述の「流氷が油で汚れていない」ことも含めて，死体が漂着したのは流氷

接岸初日（1996 年 1 月 24 日）以前であったことを示唆することとなった． 

 
図 4 雪解けによって露出した部分が食害を受けたハシブトウミガラスの死体

（2006.2.28） 
 

死体はいずれも黒く粘性の高い油（のちにＣ重油と特定される）にまみれ，骨と皮（羽

毛）だけのものもあるなど，損傷が激しかった（図 5,図 6,図 7）．油が付着した流木や石な

ども散見されたが，これらの多くはワタリガラスやハシブトガラスなどのスカベンジャー

（図 8）による採餌・運搬の際に二次的に付着したものと思われた． 
 

 

図 5 カラスによって食べやすいところへ集められたと思われる複数の死体（2006.3.1） 
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図 6 全身が油で汚染されたハシブトウミガラスの死体（2006.3.1） 

 

 

図 7 重度に汚染され，激しく食害を受けたエトロフウミスズメの死体（2006.3.1） 
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図 8 死体を食べていたハシブトガラスの少群（2006.3.1） 
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3. 行政主体の回収作業日程 

アイヌ語で「地の果て
シ ル エ ト ク

」と言われ，人間の出入りを拒むかのように断崖絶壁が連なる知

床半島．その地理地形的な条件に加え，海岸に分厚く積み重なる流氷と春を迎えてなおも

降り積もる雪という過酷な気象条件によって，知床での回収作業は困難を極めた． 
行政主体の回収・分類作業は，知床岬からウエンベツ川にかけての斜里町全域の海岸を

16 ヶ所に区分して実施された（図１，表 2）．岩尾別地区からウエンベツ川までのアクセス

が容易な区間については比較的早期に回収作業が開始されたが，岩尾別から先の知床半島

先端部へは冬期のアクセス手段が無いに等しく，回収はおろか，状況確認すらも大幅な遅

延を余儀なくされた． 
表 2 斜里町内における区域別海鳥回収個体数 

区間（班）

番号 
区間名 合計 

Ｐ 文吉湾～アブラコ湾＊ 65  

Ｒ チャカカバイ川～ポンプタ川 13  

1 イワウベツ川河口 358  

2 
プユニ先端～ホロベツ川右岸 167  

ホロベツ川左岸～ウトロ港 1,373  

3 ウトロ港周辺～亀岩 329  

4 亀岩～弁財覆道 482  

5 弁財覆道～オシンコシントンネル 686  

6 オシンコシンの滝～オンネベツ川右岸 1,138  

7 オンネベツ川左岸～金山川右岸 531  

8 金山川左岸～知布泊港 203  

9 知布泊港～糠真布川右岸 185  

10 糠真布川左岸～峰浜ドライブイン 10  

11 峰浜ドライブイン～奥蘂別川右岸 29  

12 奥蘂別川左岸～以久科原生花園 10  

13 以久科原生花園～斜里川右岸 3  

14 斜里川左岸～ウエンベツ川右岸 0  

合計 5,582  

※羅臼町側のアブラコ湾付近で回収された 4 羽を含む 

  
第 1 回目の回収・分類作業は網走支庁と斜里町の現場指揮により 3 月 6 日に行われた．

この作業の直前に鳥インフルエンザに関する簡易検査が網走支庁により行われ，陰性であ

ったことが作業にあたる参加者やマスコミ等に周知された．その後は同月 16 日と 29 日に
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も回収・分類作業が行われたが，これら全ての作業には筆者ら日本野鳥の会オホーツク支

部（以下，当支部）も参加した．このうち 16 日の実施分については小清水町の海岸でも同

町役場による回収作業が実施され，回収された海鳥の死体の同定を当支部が行った． 
知床半島先端部へのアプローチは結果的に 4 月下旬まで待たなくてはならなかった． 
4 月 14 日に巡視船ゆうばりが出動し，網走海上保安署，網走支庁，斜里町，環境省，ウ

トロ漁協，斜里第一漁協等，関係機関合同による知床岬地区文吉湾への上陸調査が試みら

れたが，海上の薄氷により上陸用の警備救難艇の進行が阻まれて上陸が叶わず，この時は

結局海上からの視察のみとなった． 
同月 20 日には斜里町環境保全課の職員 2 名と環境省職員 1 名の計 3 名によりルシャ地区

の調査が行われたが，この調査は除雪最終地点のカムイワッカ橋から山スキーで片道 10km
を越える距離を往復しての過酷なものであったという． 
その後，26 日には羅臼町により知床岬地区アブラコ湾で，27 日には知床財団によりルシ

ャ地区で，29 日には羅臼町により知床岬付近で，それぞれ現地調査と回収作業が行われた．

5 月 10 日には知床岬地区文吉湾，敬吉湾，アブラコ湾において，斜里町・ウトロ漁業協同

組合・斜里第一漁業協同組合により，調査回収作業が行われた． 
5 月 25 日には知床岬文吉湾～敬吉湾において，知床国立公園クリーン事業（主催：環境

省釧路自然環境事務所・斜里町，後援：知床をきれいにし隊）による海岸清掃作業が行わ

れ，海鳥の死体が回収された．行政機関ではこの作業をもって一区切りとし，最終的な集

計が行われた． 
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4. 回収・同定方法 
油汚染海鳥の回収作業を行う際，調査者は有害な重油に直接触れないよう，マスクとゴ

ム手袋を着用し，必要に応じて火バサミなども使用した（図 9）．海岸をゆっくり歩きなが

ら鳥の死体とその他の油汚染漂着ゴミを分けてビニール袋に入れ，袋の口を縛ってピンク

テープを付け，国道脇にまとめて置いた．ピンクテープには回収した区間の番号と鳥の羽

数を記入した．その後斜里町のトラックで国道脇に置かれた袋が回収された． 
当支部では斜里町の許可を得て，サンプル用の鳥の死体や羽毛の塊等を回収した．サン

プルは付着した油が変質しないようアルミホイルで包み，密封式のジッパー付きポリ袋に

入れて回収し冷凍保存した．鳥の種類や羽数を記録しておき，分類集計時までに斜里町へ

報告した． 

 

図 9 初めて行われた回収作業の様子（2006.3.6） 
 

現場で集められた海鳥の死体はトラックで回収されたあと斜里町役場裏の倉庫に集めら

れ（図 10），1 羽 1 羽見て種類を分類同定する作業を行った（3 月 6 日の初回時のみ斜里町

清掃センターの駐車場にて実施．3 月 30 日以降に回収された海鳥の死体は，5 月 19 日にま

とめて実施）．同定作業は当支部メンバーや環境省職員といった，ある程度以上の海鳥の知

識・識別能力を有する者が分担しながら行った． 
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図 10 倉庫に集められた回収袋（2006.3.29） 
 

多量の重油が付着した海鳥の死体は回収された袋の中でお互いにくっついて団子状にな

り，もはや一見して鳥だということさえわからないほどになっており（図 11），まずは袋か

ら出した団子状のものをほぐしていくことから作業はスタートした．死体の状態としては，

(1)完全体（全身が揃っている），(2)死体の一部（頭部や足が消失，あるいは翼だけなど），

(3)羽（羽塊）のみ，の三種に大きく分けられるが，このうち最も多かったのは，(2)の骨や

翼だけの死体であった．このような死体は嘴の長さや翼長を測ることで同定した．当初は

知床博物館所蔵の剥製標本と比べたり，ノギスで計測するなどして同定作業を行っていた

が，大量の死体を効率良く捌くため，著者の箕輪氏からご提供頂いた海鳥の頭部の実物大

イラストポスター*3 のコピーと翼長の目盛りを記した用紙にラミネート加工を施したもの

を作成し，その用紙に死体を押し当てて測ることで容易に同定できるよう工夫した（図 12）．
ラミネート加工を施したことにより，適度にコシがあることから紙そのものの状態よりも

遙かに扱いやすく，さらに油が酷く付着しても簡単に洗い流すことができるため重宝した． 
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図 11 袋の中でくっつきあった状態の死体（2006.3.6） 
 

 
図 12 翼長から種を絞り込める簡易同定シート（2006.3.27） 

 
頭部や胸骨は 1 個につき 1 羽とし，翼だけのものや足だけのものはそれぞれ組み合わせ

て，できるだけ二重に数えることのないようにした．(3)の羽のみのものはワシ類（図 13）
を除いて個体数には入れなかった． 
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図 13 油が付着したオオワシの風切部（2006.3.1） 

 
同定作業は一度油に汚染された物に触れるとベタベタになるため，同定係と記録係，同

定後の死体を再び袋に入れる係，袋につける番号札を書く係などというように，油に触れ

る作業と触れない作業に分担して行った． 
作業中，倉庫内は重油臭と腐敗臭がすさまじく，臭いの軽減という意味ではマスクはほ

とんど機能を果たさなかった． 
油汚染海鳥の死体は，損傷が激しく種類の判別が難しいものが多かった．そこで知床博

物館館長の中川元氏の発案により，同定レベルを三段階に分けて分類し，記録した（表 3）．
中には鳥類であることはわかるものの，もはや科レベルの同定さえ難しいものがあり，分

類不明種として記録した． 
同定後の死体は再び袋に入れ，日付と回収した区域番号を書いた荷役札を付けて保存さ

れた．当初は気温が低く，倉庫にそのまま置かれていたが，気温が上がるにつれ腐敗が進

むことが予想されたため，3 月 22 日，斜里町がホシザキグリーン財団から大型冷凍庫を無

償で借り受け，知床博物館で保管されることになった（図 14）． 
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図 14 大型冷凍庫にて回収袋ごと保管している状況（2006.5.19） 

 
冷凍庫に保管された海鳥の死体は，のちに複数の研究機関で標本や調査研究に役立てて

もらうことになり，5 月 19 日，保管している死体の中から骨格標本や DNA 採取に使えそ

うなものを選り分ける作業を行った．これらの死体は国立科学博物館や森林総合研究所等

に送られた．それでもなお大量に残った死体はしばらくの間保管されたのち，斜里町によ

り斜里町清掃センター内小動物用焼却施設にて 7 月 7 日から焼却処分が開始された．小動

物用焼却施設の容量が小さいことと，油の付着した死体焼却によるダイオキシン発生等を

危惧して少量ずつ長い時間をかけて焼却され，処分開始から約 9 ヶ月後の翌 2007 年 4 月 4
日にようやく処分終了を迎えた． 

回収された海鳥のうち，回収当時に環境省が引き取った希少種（ウミガラス，オオワシ）

と知床博物館長期保管用（比較的状態の良いハシブトウミガラスやエトロフウミスズメ等，

少量回収された種類，オオワシ羽毛等の 45 リットルゴミ袋 6 袋程度）を除いた残り全てが

焼却処分された． 
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5. ボランティアによる海岸調査 
当支部は上述のとおり行政主体の死体回収・同定作業に参加したほか，原因究明や今後

の対策を考える上で被害状況を正確に把握することが重要と考え，斜里町はもちろん，周

辺の地域においても独自に海岸調査を行った．小清水町から網走市にかけての地域や，時

には野付半島まで足を伸ばし，油汚染や死体漂着の有無を調査すると同時に，鳥類生体の

カウント調査を行った（付録 1）．これらの調査によって発見したもののうち，斜里町で確

認した油汚染海鳥の死体は斜里町へ報告した．そのほか小清水町の海岸で複数の油汚染鳥

を確認，回収し，その情報は網走支庁に連絡した． 
4 月には紋別市在住で「もんべつかいはつくらぶ」代表である大館和広氏の発案に当支部

の筆者，渡辺義昭の 2 名が賛同し，この 3 名が呼びかけ人となって一般市民参加型の一斉

海岸調査を行った．この調査については各種の調整に要する時間が不足していたこともあ

って，支部としての対応ではなく（広報の場として当支部の Web サイトを活用する等の協

力は行ったが），あくまで筆者ら個人としての呼びかけとなった． 
調査日は 4 月 9 日に設定した．食害による二次被害の発生や最流出等によって死体が消

失してしまう可能性も考えられ，なるべく早い時期の調査実施が望まれたが，事件発覚後

に続けた海岸調査によって，積雪があると漂着物が確認できず十分な調査が行えないこと

がわかっていたため，雪解けを待った上で調査すべく期日を調整した． 
3 月 26 日から当支部の Web サイト*4 および Web ログ*5 上で広報を行い，参加者を募集

した．この際，一定の参加資格を設けた．すなわち，「二十歳以上で野鳥に関心があり，自

分の行動に責任が持てる」，「原則として地元オホーツク地方在住（遠方からの参加者は自

身で移動手段と宿等を確保）」，さらに「事故等があっても個人が責任を負う」，「調査道具

は持参する」である．一斉海岸調査は何らかの「組織」が主体となってのものではなく，

あくまで個人による計画・実施であり，遠方からのボランティアを受け入れる体制が整っ

ていないこと，また調査範囲が広いため呼びかけ人が全調査地で直接指揮を執ったり，ま

た責任を取ったりすることが不可能であること等が理由である． 
呼びかけ人の役割は調査を計画し，参加者に調査野帳と図面，マニュアルを用意し，調

査実施後に野帳と図面を回収して記録をまとめ，報告書を作成・配布することである．こ

れらの作業も郵送費や印刷費を節約するため，できるだけ電子メールやインターネットを

活用した．調査野帳や図面については，北海道立地質研究所の濱田誠一氏のご協力が大き

かった． 
調査範囲はオホーツク海沿岸全域のほか，有志により根室・釧路地方でも実施された．

根室・釧路地方の調査に参加された有志も含めると，最終的な調査参加者は 170 名を超え

た． 
この一斉海岸調査の結果，オホーツク海沿岸域で確認された油汚染海鳥の死体はハシブ

トウミガラス 4 羽，エトロフウミスズメ 1 羽，ヒメウ 1 羽，ウミガラス類 2 羽，ウミスズ

メ類 1 羽の合計 9 羽であった．このほか羽毛の塊やオイルボール，油が付着したゴミ等が
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確認された（表 4）． 
 

表 4 ボランティアによる一斉海岸調査（2006 年 4 月 9 日）における油汚染漂着物一覧 
市町村名 種名・種別 個体数（個数） 個体の状態 油の付着状態 死体の残存部位 

小清水町 ハシブトウミガラス 1 ＊ PD L 全身（頭部なし） 

網走市 

ハシブトウミガラス 1 ＊ PD   翼 

中～小型ウミスズメ類 風切羽 4 枚 OD L 風切羽 

不明 風切羽 1 枚 OD L 風切羽 

不明 羽毛 1 塊 OD L 羽毛 

不明 風切羽 1 枚 OD L 風切羽 

不明 羽毛 2 枚 OD L 羽毛 

ハシブトウミガラス 1* PD L 左翼・胸骨 

ハシブトウミガラス 1* FD L 全身 

北見市 
ウミガラス類 羽毛 OD M 羽毛 

不明 羽毛 OD L 羽毛 

雄武町 

不明海鳥 羽毛 2 塊   L 羽毛（腹 or 背毛） 

不明海鳥 羽毛 1 塊   L 羽毛 

羽毛・オイルボール 
羽毛1 枚・オイル

ボール 1 塊 
  L 風切羽？ 

オイルボール 1 塊       

羽毛 風切羽 1 枚   L 風切羽 

オイルボール 1 塊       

ウミガラス類 1* PD L? 皮のみ 

エトロフウミスズメ 1* OD H 全身 

浜頓別町 
ウミスズメ類 1*   M? 右翼 

ウミガラス類 1* FD M 全身（頭部なし） 

猿払村 ペットボトル 1 個       

稚内市 

不明 羽毛     羽毛 

不明 羽毛     羽毛 

ワシ？ 羽毛     羽毛 

ウミスズメ？ 羽毛     羽毛 

ウトウ？ 羽毛     羽毛 

ヒメウ 1* OD     

【凡例】［個体の状態 FD：ほぼ全身が揃った死体 PD：死体の一部 OD：古い死体］［油の付着状態 H：全体的に付着 M：全体の半分ほどに

付着 L：全体の一部のみに付着］ *「オホーツク海沿岸で確認された油汚染鳥」として，その個体数を他表にも含めた． 
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これらの油汚染漂着物は小清水町，網走市，北見市，雄武町，浜頓別町，猿払村，稚内

市といった広い範囲で確認された（図 15）． 
 

 

図 15 オホーツク沿岸域における油汚染海鳥漂着位置図 
 
詳しい調査結果は報告書にまとめ，当支部 Web サイト上で公開した（サーバー容量の都

合上，現在は 2007 年に行った一斉海岸調査の結果を公開している．2006 年度版の調査結

果報告については筆者までご連絡いただきたい）． 
ボランティアによる一斉調査が終わり，行政の回収作業も前述のとおり 5 月 25 日をもっ

て終了となり，あとに残った少量の回収困難な死体や油などは事実上，自然分解に委ねる

こととなった．筆者らもしばらく現場から足が遠のいていたが，しばらくぶりで訪れた 6
月 18 日と 30 日に，第一発見現場であるオンネベツ川河口付近を見回った際にいくつかの

油汚染海鳥を確認した．30 日にはまだ油が生々しい海鳥の死体のほか，油まみれの羽毛の

塊や漁網などが確認された．また，一部の油には青いカビが生えており，自然分解が進ん

でいることが推察された（図 16）． 
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図 16 重度の油汚染死体に発生した青いカビ（2006.6.30） 
 

6. 油汚染問題についての課題 
油汚染問題は，一度大規模な流出事故や知床のような大量漂着事件が起きれば注目され，

人々の関心を引きやすいが，それも一時のものとしていつしか忘れ去られてしまう傾向に

ある．あるいは「対岸の火事」の例え通り，自らにはまったく関わりのない遠いクニの哀

れな出来事といった見方すらある．しかし，いざ事が起きた時に問われるのは，地域住民

が身近な海についてどれだけ関心を持っているか，ということである．普段から身近な海

岸を歩き，その地形や見られる生物，そして漂着物などについての知見を蓄えていれば，

異変にいち早く気づくことができるばかりか，事故の影響を評価する際に極めて重要な資

料にもなりうる． 
4 月 9 日に実施したボランティアによる一斉海岸調査は，オホーツク海沿岸全域を調査す

ることが主たる目的であったが，他にも，参加者に海岸調査をする理由やその成果，そし

て自身が果たすべき役割などを考えてもらい「自分が地元の海を守るのだ」という自覚を

持ってもらうことも目的の一つであった．この調査には北海道大学や酪農学園大学，東京

農業大学オホーツクキャンパスといった，道内在住の学生諸氏が多く参加されたが，彼ら

の中からは地元地域に戻った後，自主的に仲間を募ってこうした海岸調査を実施したり，

救護活動に一層熱心に参加したり，あるいは油汚染問題をテーマとした発表活動を行うな

どといった動きが生まれた．こうした若者たちを中心として，わずかながらではあるが確

実に，油汚染を中心とした様々な海洋問題への関心が広がりを見せていることは未来への

希望の一つと言えよう． 
 ただ，残念なことに，海鳥は日常的に油に汚染されている．オホーツク海沿岸地域では

主に冬期に集中して数羽から数十羽の汚染鳥が見られる．恥ずかしながら筆者自身も知床

の惨事が起きるまでは油汚染に対する意識が低く，汚染鳥をしっかり記録していなかった

ため過去との比較ができないのだが，参考までに知床の事件が発生した 2005 年から 2006
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年にかけての冬に生きている状態で確認された油汚染海鳥と，その翌冬期のデータを示す

（表 5-6）．後者では油汚染生体に加えて，自然状態での死体の漂着・確認頻度を明らかに

し，事故などによる大量漂着が起こった際の被害推定の一助とすべく，臨海地域において

死体で確認された鳥類については油汚染の有無に関わらず全て記録をとるようにした． 
タンカー事故のような例は分かりやすいが，実際には原因不明の油によって汚染され，

人知れず命を落とす海鳥が相当数存在すると思われる．実際に，知床に漂着した 5,600 羽

もの海鳥も全て原因不明の C 重油による被害であり，過去の例から見てもこのような“ミ

ステリアス・スピル”によって死亡した海鳥は実に多い（表 1）．汚染鳥が出た場合の救護

は大切なことだが，もはや対処療法だけでなく積極的に汚染源を突き止め，これを海から

取り除いていく手だてを講じていく必要があろう．そのためにはまず私たちの身の回りの

海と，そこで何が起こっているのかを知ることである． 
今回の知床の経験から筆者らが強く感じたのは，専門家だけでなく，バードウォッチャ

ーのような一般市民が，より積極的に油汚染問題に関わることのできる仕組みを作ること

の重要性である．例えば，海岸を見回って得られた鳥獣の観察データや漂着物のデータ等

を Web 上で速やかに報告・蓄積し，“ミステリアス・スピル”を根絶するためや，あるいは

ハザードマップの更新のために活用していき，何か異常があった場合は即座に関係機関へ

通報されるといったシステムの構築である．啓発活動を展開し，物量的に優れる“一般市

民”を巻き込んでその力を最大限活用することができれば，問題解決への端緒を見出せる

のではなかろうか． 
そのためにまず何ができるのかと優柔不断な己に問いながら，本稿を閉じることにする． 
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9
ハ

シ
ブ

ト
ウ

ミ
ガ

ラ
ス

1

2
0
0
6
/
1
/
2
9

網
走

網
走

市
濤

沸
湖

N
:4

3
.5

7
.0

9
，

E
:1

4
4
.2

1
.3

4
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
1

成
鳥

2
0
0
6
/
1
/
2
3

網
走

網
走

市
鱒

浦
漁

港
N

:4
3
.5

9
.2

8
，

E
:1

4
4
.1

7
.5

7
ハ

シ
ブ

ト
ウ

ミ
ガ

ラ
ス

1

2
0
0
6
/
3
/
3

根
室

羅
臼

町
羅

臼
漁

港
N

:4
4
.0

1
.1

1
，

E
:1

4
5
.1

2
.0

3
ハ

シ
ブ

ト
ウ

ミ
ガ

ラ
ス

1
保

護
収

容
．

猛
禽

類
医

学
研

究
所

（
釧

路
）
に

て
治

療
・
リ

ハ
ビ

リ

を
行

い
，

5
月

1
2
日

に
放

鳥
（
渡

邊
有

希
子

氏
私

信
）
．

2
0
0
6
/
4
/
1

網
走

紋
別

市
コ

ム
ケ

湖
N

:4
4
.1

5
，

E
:1

4
3
.3

1
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
2

2
0
0
6
/
4
/
1

網
走

網
走

市
濤

沸
湖

N
:4

3
.5

7
.0

9
，

E
:1

4
4
.2

1
.3

4
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
2

第
二

回
冬

羽
，

第

三
回

冬
羽

，
そ

れ

ぞ
れ

1
羽

第
三

回
冬

羽
の

個
体

は
5
月

3
日

ま
で

断
続

的
に

観
察

さ
れ

た
．

2
0
0
6
/
4
/
3

網
走

網
走

市
濤

沸
湖

N
:4

3
.5

7
.0

9
，

E
:1

4
4
.2

1
.3

4
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
1

第
一

回
冬

羽
売

店
従

業
員

か
ら

聞
き

取
り

．

2
0
0
6
/
4
/
4

網
走

網
走

市
濤

沸
湖

N
:4

3
.5

7
.0

9
，

E
:1

4
4
.2

1
.3

4
シ

ロ
カ

モ
メ

1
第

一
回

冬
羽

翌
5
日

も
確

認
．

2
0
0
6
/
4
/
5

網
走

網
走

市
濤

沸
湖

N
:4

3
.5

7
.0

9
，

E
:1

4
4
.2

1
.3

4
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
4

第
一

回
冬

羽
1
羽

，

成
鳥

3
羽

2
0
0
6
/
4
/
5

網
走

網
走

市
濤

沸
湖

N
:4

3
.5

7
.0

9
，

E
:1

4
4
.2

1
.3

4
オ

オ
ハ

ク
チ

ョ
ウ

1
成

鳥
二

次
汚

染
の

カ
モ

メ
類

と
接

触
す

る
な

ど
し

て
三

次
的

に
汚

染
さ

れ
た

も
の

と
思

わ
れ

た
．

2
0
0
6
/
4
/
8

根
室

別
海

町
尾

岱
沼

N
:4

3
.3

2
.3

3
，

E
:1

4
5
.1

4
.1

1
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
1

第
三

回
冬

羽

2
0
0
6
/
4
/
9

根
室

根
室

市
友

知
海

岸
N

:4
3
.1

9
，

E
:1

4
5
.3

9
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
1

2
0
0
6
/
4
/
1
1

根
室

根
室

市
温

根
元

漁
港

N
:4

3
.2

3
.0

3
，

E
:1

4
5
.4

7
.2

8
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
1

成
鳥

2
0
0
6
/
4
/
1
1

根
室

根
室

市
落

石
西

（
三

里
浜

）
N

:4
3
.1

0
，

E
:1

4
5
.3

0
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
1

2
0
0
6
/
4
/
1
2

根
室

根
室

市
落

石
西

（
三

里
浜

）
N

:4
3
.1

0
，

E
:1

4
5
.3

0
ミ

ツ
ユ

ビ
カ

モ
メ

1
成

鳥

2
0
0
6
/
4
/
1
2

根
室

根
室

市
落

石
西

（
三

里
浜

）
N

:4
3
.1

0
，

E
:1

4
5
.3

0
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
2

第
二

回
冬

羽
う

ち
の

1
羽

は
翌

1
3
日

に
落

石
漁

港
に

て
確

認
．

2
0
0
6
/
4
/
1
3

根
室

根
室

市
落

石
漁

港
N

:4
3
.1

0
，

E
:1

4
5
.3

0
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
2

成
鳥

2
0
0
6
/
4
/
1
4

根
室

根
室

市
花

咲
港

N
:4

3
.1

6
，

E
:1

4
5
.3

4
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
1

成
鳥

2
0
0
6
/
4
/
1
8

根
室

根
室

市
落

石
漁

港
N

:4
3
.1

0
，

E
:1

4
5
.3

0
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
3

成
鳥

表
5
　

2
0
0
5
～

2
0
0
6
年

冬
期

に
宗

谷
・
網

走
・
根

室
各

支
庁

管
内

に
お

い
て

確
認

さ
れ

た
油

汚
染

鳥
（
生

体
）
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観
察

日
行

政
区

観
察

地
種

名
確

認
時

の
生

死
性

／
齢

等
油

付
着

の
有

無
油

の
付

着
度

観
察

者
（
所

属
）

備
考

対
応

記
事

U
R

L

2
0
0
6
/
1
2
/
1

網
走

市
海

岸
町

オ
オ

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

A
li
v
e

4
th

-
W

?
O

il
e
d

L
ig

h
t

渡
辺

義
昭

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
2
7
3
5
7
.h

tm
l

2
0
0
6
/
1
2
/
7

小
清

水
町

浜
小

清
水

海
岸

小
型

ウ
ミ

ス
ズ

メ
類

D
e
a
d

－
U

n
k
n
o
w

n
－

川
崎

康
弘

/
里

実
羽

の
塊

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
3
3
3
9
7
.h

tm
l

2
0
0
6
/
1
2
/
7

小
清

水
町

浜
小

清
水

海
岸

ミ
ツ

ユ
ビ

カ
モ

メ
D

e
a
d

A
d
-
W

N
o
n
e

－
川

崎
康

弘
/
里

実
全

身
死

体
h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
3
3
3
9
7
.h

tm
l

2
0
0
6
/
1
2
/
2
1

斜
里

町
知

布
泊

漁
港

オ
オ

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

A
li
v
e

J
u
v
～

1
s
t-

W
O

il
e
d

L
ig

h
t

渡
辺

義
昭

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
5
0
1
4
9
.h

tm
l

2
0
0
6
/
1
2
/
2
2

興
部

町
沙

留
漁

港
ウ

ミ
ガ

ラ
ス

A
li
v
e

－
O

il
e
d

L
ig

h
t

”
や

ま
ち

ゃ
ん

”
（
一

般
）

1
2
/
2
5
興

部
漁

港
の

も
の

と
同

一
個

体
の

可
能

性
大

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.p
a
s
s
io

n
-
w

e
b
.c

o
m

/
te

ts
u
c
y
a
n
/
jo

y
fu

ly
y
.c

g
i　

（
記

事
N

o
.2

7
0
1
）

2
0
0
6
/
1
2
/
2
5

興
部

町
興

部
漁

港
ウ

ミ
ガ

ラ
ス

A
li
v
e

－
O

il
e
d

L
ig

h
t

黒
澤

徹
也

（
一

般
）

1
2
/
2
2
沙

留
漁

港
の

も
の

と
同

一
個

体
の

可
能

性
大

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
5
9
6
5
0
.h

tm
l

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.p
a
s
s
io

n
-
w

e
b
.c

o
m

/
te

ts
u
c
y
a
n
/
jo

y
fu

ly
y
.c

g
i　

（
記

事
N

o
.2

5
9
7
，

2
6
2
0
）

2
0
0
6
/
1
2
/
2
8

斜
里

町
斜

里
川

河
口

オ
オ

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

A
li
v
e

A
d
-
W

O
il
e
d

L
ig

h
t

渡
辺

義
昭

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
5
9
6
5
0
.h

tm
l

2
0
0
6
/
1
2
/
3
0

斜
里

町
知

布
泊

漁
港

ヒ
メ

ク
ビ

ワ
カ

モ
メ

A
li
v
e

A
d
-
W

O
il
e
d

L
ig

h
t

渡
辺

義
昭

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
6
0
5
5
5
.h

tm
l

2
0
0
6
/
1
2
/
3
0

斜
里

町
宇

登
呂

漁
港

オ
オ

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

A
li
v
e

4
th

-
W

?
O

il
e
d

L
ig

h
t

渡
辺

義
昭

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
6
0
5
5
5
.h

tm
l

2
0
0
6
/
1
2
/
3
0

斜
里

町
斜

里
漁

港
種

不
明

大
型

カ
モ

メ
類

D
e
a
d

J
u
v

U
n
k
n
o
w

n
－

川
崎

康
弘

/
里

実
片

翼
，

胸
骨

－

2
0
0
6
/
1
2
/
3
0

斜
里

町
斜

里
漁

港
種

不
明

カ
ラ

ス
類

D
e
a
d

－
U

n
k
n
o
w

n
－

川
崎

康
弘

/
里

実
片

翼
－

2
0
0
6
/
1
2
/
3
1

網
走

市
鱒

浦
漁

港
オ

オ
セ

グ
ロ

カ
モ

メ
A

li
v
e

A
d
-
W

O
il
e
d

L
ig

h
t

田
村

友
喜

（
東

京
農

大
）

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
6
2
9
6
6
.h

tm
l

2
0
0
7
/
1
/
1

斜
里

町
斜

里
川

河
口

オ
オ

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

A
li
v
e

A
d
-
W

O
il
e
d

M
e
d
iu

m
?

渡
辺

義
昭

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
6
2
9
6
6
.h

tm
l

2
0
0
7
/
1
/
1

斜
里

町
斜

里
川

河
口

オ
オ

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

A
li
v
e

A
d
-
W

O
il
e
d

M
e
d
iu

m
?

渡
辺

義
昭

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
6
2
9
6
6
.h

tm
l

2
0
0
7
/
1
/
1

斜
里

町
斜

里
川

河
口

オ
オ

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

A
li
v
e

2
n
d
-
W

O
il
e
d

L
ig

h
t

渡
辺

義
昭

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
6
2
9
6
6
.h

tm
l

2
0
0
7
/
1
/
1

斜
里

町
知

布
泊

漁
港

ハ
シ

ブ
ト

ウ
ミ

ガ
ラ

ス
A

li
v
e

－
O

il
e
d

H
e
a
v
y

渡
辺

義
昭

3
日

1
0
:0

0
頃

に
は

生
存

確
認

。
4
日

は
存

在
を

確
認

で
き

ず
。

同
月

5
日

に
完

全
体

で
死

体
回

収
。

1
月

1
6
日

、
国

立
科

学
博

物
館

へ
発

送
。

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
6
2
9
6
6
.h

tm
l

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
6
7
5
0
2
.h

tm
l

2
0
0
7
/
1
/
3

斜
里

町
知

布
泊

漁
港

マ
ダ

ラ
ウ

ミ
ス

ズ
メ

A
li
v
e
 ／

 D
e
a
d

1
s
t-

W
?

N
o
n
e

－
渡

辺
義

昭

健
康

な
生

体
を

観
察

中
、

オ
オ

セ
グ

ロ
カ

モ
メ

に
襲

わ
れ

落
鳥

。
死

体
を

確
保

。
1
月

1
6
日

、
国

立
科

学
博

物
館

へ
発

送
。

－

2
0
0
7
/
1
/
5

網
走

市
網

走
港

ウ
ミ

ガ
ラ

ス
A

li
v
e

－
O

il
e
d

L
ig

h
t

川
崎

康
弘

/
里

実
写

真
無

し
－

2
0
0
7
/
1
/
8

斜
里

町
知

布
泊

漁
港

ハ
シ

ブ
ト

ウ
ミ

ガ
ラ

ス
A

li
v
e

－
O

il
e
d

L
ig

h
t

渡
辺

義
昭

翌
9
日

に
同

漁
港

に
て

同
一

と
思

わ
れ

る

個
体

を
回

収
（
川

崎
）
。

港
内

水
面

に
浮

か
ん

で
い

た
。

1
月

1
6
日

、
国

立
科

学
博

物
館

へ
発

送
。

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
7
1
9
8
8
.h

tm
l

2
0
0
7
/
1
/
9

斜
里

町
宇

登
呂

漁
港

ヒ
メ

ク
ビ

ワ
カ

モ
メ

A
li
v
e

－
O

il
e
d

L
ig

h
t

田
村

友
喜

（
東

京
農

大
）

h
tt

p
:/

/
b
lo

g
.li

v
e
d
o
o
r.
jp

/
a
b
u
ra

0
6
0
3
0
3
/
a
rc

h
iv

e
s
/
5
0
8
7
1
9
8
8
.h

tm
l

2
0
0
7
/
1
/
9

斜
里
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．
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．

表
6
　

油
汚

染
個

体
お

よ
び

臨
海

地
域

で
死

体
で

確
認

さ
れ

た
鳥

類
（
2
0
0
6
－

2
0
0
7
年

冬
期

）
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付録１ 

 

カウント調査結果一覧 



 

 
 

調査日

時間 9:00～9:45 10:00～11:00 11:30～12:00 13:00～14:00 14:00～15:00 9:30～11:30 12:00～12:30 14:00～15:00 15:00～16:30 14:00～14:40 15:00～16:00

調査区

調査地 斜里川河口周辺 以久科原生花園 峰浜キャンプ場 ホロベツ川河口 幌別バス停地先海岸 美岬キャンプ場下海岸 ポンモイ海岸 北浜海岸 小清水原生花園前浜 止別川河口右岸 浜小清水前浜

緯度経度 N:43.55，E:144.39 N:43.55，E:144.42 N:43.55.49，E:144.47.28 N:44.05.04，E:145.00.35 N:44.04，E:145.00 N:44.05，E:144.15 N:44.00，E:144.17 N:43.57，E:144.21 N:43.56，E:144.24 N:43.55，E:144.29 N:43.56，E:144.27

踏査距離 右岸200m，左岸は河口部のみ 2.2km 500m 河口周辺 300m 3km － 3km 5km 300m 500m

調査方法 海岸漂着物踏査 スコープによる漂着物調査

調査者

※（　）内は個体数等．

生体

小清水町

川崎康弘・川崎里実

生体のカウント調査は行わず，漂着物（死体）の捜索のみ．

2006/3/1

斜里町知床半島

先崎啓究・渡辺義昭

2006/3/4

海岸漂着物踏査

斜里町平野部

海岸漂着物踏査

川崎康弘・川崎里実・渡辺義昭

確認なし．
ウミガラス類（死体1：油

付着）．

538羽の油汚染死体を

確認．ハシブトガラスが

死体に群れ，食べてい

るところも確認．

生体のカウント調査は行わず，漂着物（死体）の捜索のみ．

網走市

確認なし（積雪のため，波打ち際以外は漂着物の有無について確認できず）．

オオセグロカモメ（1），ハ

シブトウミガラス（1），ウ

ミガラス類（3），エトロフ

ウミスズメ（1），ウミスズ

メ類（5），以上いずれも

油付着死体．

30羽ほどの油汚染死体

を確認．また，油に汚染

されたオオワシの風切

羽を発見，回収（3月6日

の一斉回収時にも周辺

において複数の風切羽

などが回収されたが，体

は見つからなかった．漂

着した油汚染海鳥の死

体を食べたことで死亡

し，死体は動物など何

者かに捕食された可能

性が高いと思われた）．

備考，その他



 
 

 

 

 

 

 

調査日

時間 10:50～11:30 11:45～12:45 14:00～15:00 11:20～11:30 12:30～12:45 移動中 13:30～14:35 14:55～15:05 15:10～15:40

調査区

調査地 中央部 中央部 基部 ホロベツ川河口 宇登呂漁港 三段の滝 オシンコシンの滝 知布泊漁港 峰浜キャンプ場

緯度経度 N:43.35，E:145.20 N:43.36，E:145.18 N:43.37，E:145.13 N:44.05.04，E:145.00.35 N:44.04.25，E:144.59.38 N:44.02.42，E:144.57.13 N:44.02.13，E:144.56.00 N:43.57.31，E:144.50.05 N:43.55.49，E:144.47.28

踏査距離 1km 1km 1km － － － － － －

調査方法

調査者

アビ（1） アビ（1） ヒメウ（5） ヒメウ（8） カワアイサ（1） ワタリガラス（5） アカエリカイツブリ（1） ホオジロガモ（2） ホオジロガモ（13）

シロエリオオハム（1） オオハム（1） クロガモ（30） ウミアイサ（1） オオセグロカモメ（36） ウミアイサ（4） ウミネコ（4） オジロワシ（1）

ヒメウ（14） ヒメウ（16） ビロードキンクロ（364） ホオジロガモ（2） シロカモメ（1） オジロワシ（3） オオセグロカモメ（249）

コクガン（7） クロガモ（13） コオリガモ（143） オジロワシ ワシカモメ（1） オオワシ（12） ウミアイサ（2） 大型カモメ類（261）

ビロードキンクロ（4） ビロードキンクロ（1） ホオジロガモ（12） オオセグロカモメ（1） ヒヨドリ オオセグロカモメ（7） シロカモメ（22） 　オオセグロカモメ（90%）

コオリガモ（11） コオリガモ（21） ウミアイサ（1） コゲラ ハギマシコ カモメ（3） ワシカモメ（6） 　ワシカモメ（5%）

ウミアイサ（2） ウミアイサ（12） オオセグロカモメ（10） ヒヨドリ ハシボソガラス エトロフウミスズメ（1） 　シロカモメ（5%）

オオセグロカモメ（20） カワアイサ（2） シロカモメ（10） ハシブトガラ ヒヨドリ

シロカモメ（10） シロカモメ ケイマフリ（2） ゴジュウカラ ワタリガラス（12） ワタリガラス（6）

カモメ（1） オオセグロカモメ ハシブトガラス

ウミガラス（1） ウミガラス（4） ワタリガラス

ケイマフリ（4） ハシブトウミガラス（4）

ケイマフリ（32）

ウトウ（1）

エトピリカ（1）

ゴマフアザラシ（1）

※（　）内は個体数等．

2006/3/5

海岸漂着物踏査・定点カウント調査

2006/3/8

オジロワシは油汚染海

鳥の死体を足に掴んで

飛び去った．

ワタリガラスによる油汚

染海鳥の漂着死体の食

害を確認．消波ブロック

に挟まったものを引っ張

り出したり，半ば雪に埋

もれたものを掘り起こし

て食べる行動も観察さ

れた．また，オジロワシ

幼鳥が死体があると思

われる消波ブロックの陰

に降り，しばらくして飛去

する様子も確認した．状

況から死体を食べてい

たものと思われた．

斜里町知床半島

定点カウント調査

川崎康弘・川崎里実・先崎啓究・渡辺義昭

標津町野付半島

備考，その他

ミツユビカモメ（死体1：

油の付着なし），アザラ

シ類の脊椎（2），アザラ

シ類の表皮（1）．

生体

川崎康弘・川崎里実・先崎啓究・渡辺義昭

区間を通して，ホヤ類，カイメン類が多数漂着．



 

調査日 2006/3/11 2006/3/27

時間 11:50～13:30 11:00～11:45 12:50～14:30 9:00～9:50

調査区 小清水町 網走市 小清水町 斜里町平野部

調査地 浜小清水前浜 藻琴川河口左岸 止別川河口左岸 斜里川河口周辺

緯度経度 N:43.56，E:144.27 N:43.58，E:144.19 N:43.55，E:144.29 N:43.55，E:144.39

踏査距離 1km 1.3km 1.5km －

調査方法

調査者
川崎康弘・川崎里実

渡辺義昭

マガモ（7） トビ ウミアイサ（1） マガモ（2）

クロガモ（5） オオセグロカモメ（5） オオセグロカモメ（1） ヒドリガモ（55）

ホオジロガモ（4） シロカモメ（2） スズガモ（18）

ウミアイサ（1） カモメ（3） クロガモ（2）

トビ ハシボソガラス ビロードキンクロ（11）

オオセグロカモメ（2） ハシブトガラス シノリガモ（6）

カワラヒワ コオリガモ（45）

ハシボソガラス ホオジロガモ（18）

イカルチドリ（2）

オオセグロカモメ（3）

シロカモメ（6）

カモメ（2）

ウミガラス類（2：沖合）

ヒバリ

ハクセキレイ

ハシボソガラス

※（　）内は個体数等．

清里町の木材工場から

の工業油漏出・斜里川

への流入事故を受けて

の調査．生体ではシロカ

モメ（第一回夏羽2）と，

オオセグロカモメ（第二

回夏羽1）に油の付着

（少量）が確認された．

油は淡褐色で，知床に

漂着した重油ではなく，

斜里川へ流入したタイプ

のものである可能性が

高いと思われた．死体で

はヒメウ（1：油の付着な

し），ミコアイサ（片翼の

一部1：油の付着なし），

オオセグロカモメ（幼鳥

2：油の付着なし），オオ

セグロカモメ（成鳥1：重

油系油付着），シロカモ

メ（片翼のみ1：重油系

油付着），ハシブトウミガ

ラス（1：油の付着なし）

アビ類（被食害死体1：

油の付着なし），ミツユビ

カモメ（風切1枚および

羽塊1：油の付着なし），

ウミガラス類（風切5枚：

油付着），ウミガラス類

（三列風切周辺羽塊1：

油の付着なし），エトロフ

ウミスズメ（風切12枚：

油付着），エトロフウミス

ズメ（片翼等：油の付着

なし），小型ウミスズメ類

（骨格1：油の付着な

し），種不明鳥類（羽毛1

枚：油付着･･･次の”羽

塊3等”と同一とみなし，

合わせて”1羽分”として

集計に計上），種不明鳥

類（羽塊3等：油付着），

種不明鳥類（羽毛6枚：

油の付着なし）

2006/3/12

川崎康弘・川崎里実

確認なし（ただし，前日

夜間に降雪があり，漂

着物の有無についての

確認は難しい状況）．

ハシブトウミガラス（1：

油付着），エトロフウミス

ズメ（胸骨および両翼の

骨格：油の付着なし）．

海岸漂着物踏査・定点カウント調査

生体

備考，その他



 

調査日 2006/4/5 2006/4/6

時間 9:00～9:20 9:30 9:45～9:55 9:58 10:30 12:45 午後 11:10～11:30

調査区 網走市 斜里町平野部 網走市 小清水町

調査地 網走港 海岸町 鱒浦漁港 鱒浦川河口 濤沸湖 斜里川河口周辺 濤沸湖 浜小清水前浜

緯度経度 N:44.01，E:144.17 N:44.01.46，E:144.15.51 N:43.59.28，E:144.17.57 N:43.58.47，E:144.18.07 N:43.57.09，E:144.21.34 N:43.55，E:144.39 N:43.57.09，E:144.21.34 N:43.56，E:144.27

踏査距離 － － － － － － － －

調査方法 状況確認のみ 定点カウント調査

調査者 川崎康弘

ウミウ(1) オオセグロカモメ（150） ヒメウ（1） ホオジロガモ（9） オオハクチョウ（260） スズガモ ホオジロガモ（6）

ヒメウ（7） ワシカモメ（15） シノリガモ（24） オオセグロカモメ（52） マガモ（77） ホオジロガモ オオセグロカモメ（70）

ヒドリガモ（78） シロカモメ（30） ホオジロガモ（2） ワシカモメ（2） オナガガモ（561） オジロワシ（成鳥1） シロカモメ（10）

スズガモ（7） トビ（1） シロカモメ（30） ヒドリガモ オオセグロカモメ（220） カモメ（50）

シノリガモ（12） オオセグロカモメ（34） カモメ（8） ホオジロガモ ワシカモメ（1）

ホオジロガモ（8） シロカモメ（6） ハクセキレイ（1） オオセグロカモメ（193） シロカモメ（25）

トビ（5） ハクセキレイ（1） ハシボソガラス（36） ワシカモメ（4） カモメ（70）

オオセグロカモメ（40） ハシボソガラス（20） シロカモメ（126） ウミネコ（2）

ウミネコ（2） カモメ（122） ヒバリ

ハクセキレイ（1） ハシボソガラス

※（　）内は個体数等．

2006/4/4

定点カウント調査

川崎康弘・川崎里実・渡辺義昭

オオセグロカモメ（第一

回冬羽1，第三回冬羽

1，成鳥3），シロカモメ

（第一回冬羽1），オオハ

クチョウ（成鳥1）に油の

付着を確認．カモメ類は

油汚染鳥を食べた際の

二次汚染，オオハクチョ

ウはそれらカモメ類との

接触による三次汚染と

思われた．

カウントは実施せず生体

備考，その他

オオセグロカモメ（第三

回冬羽）と，シロカモメ

（第一回冬羽）それぞれ

1羽ずつに油の付着を確

認．

漂着物等，特になし．



 

調査日

時間

調査区

調査地 鱒浦漁港 鱒浦川河口 濤沸湖

緯度経度 N:43.59.28，E:144.17.57 N:43.58.47，E:144.18.07 N:43.57.09，E:144.21.34

踏査距離 － － －

調査方法

調査者

オオセグロカモメ（数羽） ユリカモメ オオセグロカモメ

オオセグロカモメ

ワシカモメ

シロカモメ

カモメ

※（　）内は個体数等．

カモメ類はオオセグロカ

モメを中心に500羽程

度．備考，その他

生体

根室地方で油に汚染されたカモメ類が確認されたとの情報を受けて，状況

確認を行った．油が付着したカモメ類は確認されなかった．

2006/4/22

午後

網走市

川崎康弘・川崎里実

状況確認のみ

カモメ類は合計で1000

＋羽．種としてはカモメ

が最も多く，次いでオオ

セグロカモメ，ユリカモメ

にワシカモメやシロカモ

メが少数混在するといっ

た構成だった．



 

 

 

 

 

 

 

付録２ 

 

日本野鳥の会オホーツク支部および 

関係機関の動向についての時系列表 



日付 オホーツク支部の動き 全体（斜里町）の動き 海鳥数

・夕方，坪川正己副支部長の元へ釧路市の猛禽類医学研
究所より「詳細不明だが，知床・オンネベツ川河口付近で
油にまみれた海鳥の死体が多数見つかったらしい」との一
報が入る．

・知床半島のオンネベツ川河口付近にて旅行者が油にま
みれた海鳥の死体を発見　→　知床自然センター　→　環
境省ウトロ自然保護官事務所　→　斜里町自然保護係　→
網走支庁等

斜里町約20羽

・坪川，すぐに川崎康弘支部長へ電話連絡．日没が近いこ
ともあり，翌朝に現地入りすることを決め，この日は情報収
集に努めることとする．

・環境省ウトロ自然保護官と斜里町により現地確認．河川
の油汚染なし．

・川崎，渡辺義昭幹事へ電話連絡．翌朝，大量漂着等がな
いか網走市周辺の海岸を一通り確認した上で現地入りす
ることを要請．

・回収したいくつかの油汚染海鳥の死体を斜里町役場へ
搬入．

・川崎，知人や新聞記者等から情報収集．共通の知人を
通じ，第一発見者の方より発見した際の状況とその後の現
地機関の対応等について聞き取り．またナホトカ号事故の
報告書等に目を通し，対応について検討．行政側からの連
絡や協力要請等はなし．

・斜里町，環境省等による協議，報道対応．

・夜，紋別市在住で「もんべつかいはつくらぶ」代表の大館
和広氏よりメールにて情報提供の依頼を受ける．こちらが
知る限りのことをお伝えする．以降，大館氏とは頻繁に情
報交換を行う．
・坪川，早朝より現地入り． ・現地確認．環境省，海上保安署，斜里警察署，網走支

庁，斜里町，斜里第一漁協，知床海鳥研究会，報道関係．
斜里町岩尾別～峰浜．9ヶ所で油汚染海鳥189羽確認．

斜里町189羽

・渡辺（義），網走市周辺の海岸を見て回り，大量漂着等の
兆候がないことを確認．川崎へ電話報告の上，現地入り．

・協議．斜里町，網走支庁．

・川崎，小清水町止別川河口や斜里町知布泊漁港等の数
カ所にて状況を確認．いずれも大量漂着等の兆候はな
かったものの，知布泊漁港より東の海岸でワタリガラスの
群れが鳥のような死体に群れ集まっている光景を確認．知
布泊漁港より現地へ向かう道中，数カ所の海岸にて油ま
みれの海鳥の死体があることを確認．

・現時点で網走支庁，宗谷支庁，根室支庁からの関連情
報は無し．海保への海難事故，油流出事故の報告なし．海
保，ＹS11による調査．油流出等の形跡なし．海鳥の死因
等は北海道が調査予定．

・川崎夫妻，坪川，渡辺（義）の4名にてオンネベツ川河口
周辺の状況を確認後，現地解散．

・報道発表

・SNS等を利用し，各自自主的にWebで状況を報告． ・夕方のテレビ報道等で行政側，「189羽の死体確認」と発
表．

・川崎，「春国岱ネイチャーセンター（以下NC）」と「鶴居・伊
藤タンチョウサンクチュアリ」にメールにて状況を報告．
・川崎，猛禽類医学研究所の渡辺有希子氏より，この冬に
網走や斜里等で確認した，油が付着した生体についての
情報提供を依頼される．また，生体回収や二次被害による
異常な個体等を発見した場合には連絡が欲しい，とのこ
と．サハリンでの事故についての情報もいくつかご提供頂
く．
・支部が保有する過去の鳥情報を洗い出し，この冬の油汚
染鳥については尐なくとも10件ほどの情報があることを確
認．多くの情報の発信元となっていた渡辺（義）へ連絡，情
報の再確認と画像の提供を求める．
・川崎，渡辺（義）の双方から，渡辺有希子氏へメールにて
情報を提供（画像があるものについては添付）．
・行政側の調査を補足する意味で，川崎夫妻，渡辺（義）の
3名により斜里町各地の海岸調査を実施．

・網走支庁による報道発表．日本野鳥の会オホーツク支部
の現地調査でホロベツ川左岸から以久科原生花園前浜の
範囲で合計581羽（前後）の海鳥の死体を確認．漂着範囲
は斜里町以久科～岩尾別となった．

斜里町581羽（前
後）

・斜里漁港周辺を調査した結果，死体や油の漂着等の確
認なし．

・夜，降雪．20～30cmの積雪．

・以久科原生花園前浜を調査した結果，砂にほぼ全身埋も
れた状態のウミガラス類の死体1羽を発見．掘り出して油
の付着を確認．前日の調査では発見されていない地域で
の発見だったため，回収し，斜里町立知床博物館へ持ち
込む．
・知床博物館にて斜里町役場へ行くよう指示を受け，斜里
町役場へあらためて持ち込み，死体を渡し，状況や発見位
置などの詳細を報告．
・峰浜海岸を調査，１2羽を超える死体を確認．

・ウトロへ移動，ホロベツ川河口周辺の調査を開始．油が
付着したワシ類の風切１枚と下雤覆数枚を発見．状況か
ら，自然脱落とは考えにくく，直ちに斜里町役場へ電話連
絡．回収するよう指示を受ける．他，河口両岸合わせて30
羽前後の死体を確認．
・ホロベツ川河口での調査終了後，ややウトロ市街寄りの
海岸にカラス類が群れていることを発見，念のため海岸へ
降りて確認したところ，多数の油にまみれた死体を確認．
ダブルカウントを避けるため，胸骨や頭骨の有無などの状
況を勘案しながらカウント，538羽を数える．なお，知床博
物館にて「体制が整うまで当面回収は行わない」との意向
を確認していたため，回収せずに状況確認に努めた．
・斜里町役場にワシ類の羽を持ち込み，各地の調査結果
を報告．できる限り早期に一斉回収を行う意向を確認し，
可能な限り当支部も協力することを約束して，帰途に着く．
・斜里町役場より環境省や網走支庁に報告する旨の連絡
があり．

2/27

2/28

3/1



・環境省（釧路）より状況聞き取りのための電話連絡あり．

・網走支庁より報道発表する旨の連絡あり．

・夕方の報道発表後はマスコミ対応に終始．主に川崎が対
応．
・夜，川崎が管理する支部公式Webサイトのトップページに
死体の画像と簡単なコメントを掲載．
・SNS等にて詳細な報告を行う．ワシ類の羽を回収した件
については関係機関からは特に指示を受けていなかった
が，この時点では秘匿扱いとした（マスコミにも同様の対
応）．
・雪により死体が隠れ，効率が悪いと考えられたことから漂
着調査は実施せず．

・当初3月3日に予定していた回収作業を，積雪のため6日
に変更．【実施主体】環境省釧路自然環境事務所，北海道
網走支庁，網走土木現業所，斜里町，網走海上保安署，
斜里警察署．【協力団体】：ウトロ漁組，斜里第一漁組，日
本野鳥の会オホーツク支部，知床野鳥の会，知床財団，
知床ガイド協議会，知床の海岸をきれいにし隊，自然公園
財団知床支部，東オホーツクシーニックバイウェイ推進協
議会．斜里町，6日の回収作業に向けて，地元一般市民ボ
ランティアの参加呼びかけ．

・川崎，朝からマスコミ対応に終始．

・斜里町役場より一斉回収を3月6日に行う旨の連絡あり．
支部としてなるべく多く人を集めると伝え，渡辺（義）と分担
し，動けそうな会員に電話やメール，会員専用Web掲示板
等あらゆる手段で意向を確認する．夜までに8名確保．
・支部Webサイトの掲示板等へこれまでの経緯等を書き込
むと同時に，今後しばらくは管理者多忙のため，一般的な
野鳥に関する質問や問い合わせに対する返答が遅れる場
合があること，また油問題に関する個人的な質問等には応
じない旨の書き込みを行う．
・Web掲示板では同時に，誰でも自由に現場に入れる現地
の状況を踏まえ，一般の方などによる興味本位の見学や，
無許可での死体への接触・移動・持ち帰りなどは行わない
よう，呼びかけも行う．

・一般市民から斜里町役場へ，オンネベツ川河口付近の
流氷が黒ずんでいるとの通報あり．

・すでに道庁でも油の分析を始めたとの報が伝えられる
中，複数のサンプルを複数の機関で分析することが公平
公正であり，原因究明の近道であると考え，当支部として
も独自サンプルを採取し，しかるべき機関へ分析を依頼す
る方向で検討を始める．

・猛禽類医学研究所の渡辺有希子氏より，斜里町役場へ
油分析用の独自サンプルを採取するとの連絡あり．

・春国岱NCのAレンジャーよりメールあり．「何かできること
があれば」との申し出を受け，根室方面にも漂着の可能性
があるため各地の海岸で現状確認を行って欲しいとの要
請を行う．
・（財）日本野鳥の会本部（以下，野鳥の会本部）の古南保
護室長よりメールあり．東京や他地域で鳥たちのために手
助けできることがあれば支援に結び付けていきたいと考え
ており，そのために関係者が多数登録しているメーリング
リスト（以下，ML）へ参加して現地の状況を報告して欲しい
とのこと．川崎が現地の対応で多忙な場合を考慮し，渡辺
（義）と川崎（里）の2名も登録してもらいたい旨の返信を行
う．
・渡辺（義），北広島市から応援に駆けつけた鳥友の先崎
啓究氏を網走駅へ迎えに行き，その足で現地の状況を確
認するため知床へ．

・斜里町によるオンネベツ川河口付近の現場確認．油では
なくスガモ（海藻）と砂，浮遊物などにより海水や流氷が黒
ずんで見えていることがわかった．

・両名，3月1日に538羽の死体を発見したまさにその場所
に現地NPOが主催するダイビングツアーの参加者30人ほ
どが集まり，大型テントを設置し，ダイビング機材を置いた
り，バーべキューを行っている状況を確認（死体の多くは雪
で隠されていたが，NPO側が多数の死体を確認していたこ
とに疑いの余地はない）．現場保全の観点からこの状況に
は問題があると判断，渡辺（義），先崎の両名は川崎へ報
告したあと斜里町役場へ向かい，状況を口頭で報告．

・先崎，羅臼町で生体を発見された方に発見時の状況等を
確認．同時に，羅臼町にて数カ所海岸を見てみたが死体
等は無かった旨の情報を得る．

・羅臼町にて，油の付着したハシブトウミガラス生体1羽が
保護され，猛禽類医学研究所へ搬送されたとの連絡あり．
この生体の発見者もオンネベツ川河口で多数の海鳥の死
体を最初に発見した方であった．

・春国岱NCのAレンジャーより，春国岱の海岸では死体の
確認はなく，納沙布岬を回った一般バードウォッチャーに
聞き取り調査をしたがこちらも確認なし，明朝，他を調査す
る旨のメールあり．砂浜では砂に死体が埋まっている場合
が多く，高波などによりかなり内陸側まで運ばれている場
合があるなど，斜里での経験から得た情報をお伝えする．

・北海道海鳥センター（以下，海鳥センター）の小野宏治氏
より関係者へ，現場に携わる者を中心としたメーリングリス
ト（ML）を新規に設置した旨の連絡あり．以降，このML（以
下，知床MLとする）が情報交換の主流となる．

・網走市在住の海獣類に詳しい宇仁義和氏より，網走市～
斜里町におけるクジラの漂着位置に関する情報提供を受
ける．これまでに確認された油汚染海鳥の漂着位置と比較
すると合致する点が多く見られたため，今後の調査におい
てはこれまでにクジラの漂着が認められた場所を優先して
調査を行うことと決める．

3/1

3/2

3/3



・支部として発信する情報を一元管理する必要があると感
じ，頻繁な更新が可能な支部公式Webログを正式に立ち上
げる．責任者は川崎（康）支部長，管理運営は渡辺（義），
川崎（里）を加えた3名とする．
・夜遅くに，知床の自然ガイド関連NPO法人（前述とは別）
のWeb掲示板を見て，このNPOが独自回収を行っているこ
とが判明．行政側が了承しているかどうかの確認，またサ
ンプル確保や正確な被害数を把握する必要があるため，
できれば各種の専門家が参加する6日の一斉回収日まで
待ってもらいたい旨の書き込みを行う．同時に斜里町役場
へこの件に関する確認のためメールを送信．
・早朝，独自回収を行っていたNPOの代表による掲示板へ
の書き込みを確認．行政側には連絡し，回収方法等の指
導を受けている旨の回答．これに対して，了解の返答を行
う．

・斜里町役場により，個別の回収は控えるよう呼びかけが
行われる．

・斜里町役場より，上記NPOの独自回収に関する返答あ
り．バーベキューを行っていたNPOについても行政側の要
請に応じ．場所をずらすなどで対応してくれたとのこと．

・北海道．海鳥の検体は酪農学園大学にて病理解剖，油
成分については北海道環境科学センターにて分析．原因
については北海道庁自然環境課にて情報収集．

・渡辺（義）／先崎，川崎夫妻の2班に分け，網走市能取岬
～小清水町止別川河口の海岸各地を調査．雪や氷がまだ
多く残っていたこともあり，死体等，目立った漂着物の確認
はなかった．
・春国岱NCのYレンジャーより根室半島を見て回ったが死
体等の発見はなかった旨のメールあり．

・ウトナイ湖野生鳥獣保護センターの盛田徹氏（苫小牧支
部長）より関係者へ，「生体等の収容があれば対応する」
旨のアナウンスあり．

・川崎へ知人より「アメリカの”Oiled Wildlife Care Network
（以下，OWCN）”という機関で油の分析をしてもらえる可能
性があり，仲介役を紹介する」とのメールあり．この方（小
西広視氏）をご紹介頂き，送料は当方負担，分析は無償で
お願いしたい等，こちらの条件を伝え，OWCNとの交渉を
開始する．
・国後島の報道を受け，根室側の海岸調査を早急に行う必
要性について検討．斜里～網走については簡略的ながら
第一次の調査の結果，新たな大量漂着や生体回収等は
認められなかったことから緊急を要する状況ではないと判
断．根室側（羅臼町～根室市）のうち，羅臼町と根室市に
ついては漂着の有無についての情報があるが，その中間
に位置する野付半島の情報が得られていないため，幸い
にもすぐに動ける体制にある我々がまず動くべきと，翌日
現地へ赴くことに決定．

・「国後島に大量の海鳥が漂着」との報道あり．関連して，
「死体は黒ずんでいる」「体液であり油ではない」「何らかの
感染症で集団死した可能性がある」等のロシア側によるコ
メントも報告される．

・この日から，先崎は川崎宅に寝泊まりし，日中は調査，夜
は文献やWebなどによる情報収集などを行った．渡辺（義）
も深夜まで残り様々な作業を分担するなど，事実上，川崎
宅が支部の対策本部としての機能を果たすこととなった．

・朝から野付半島の調査．メンバーは渡辺（義），先崎，川
崎夫妻の4名．長大な野付半島の海岸全てを限られた時
間で回りきることは不可能なため，任意に決めた3カ所で調
査を行う．海岸を歩いて漂着物の有無を確認すると同時
に，周辺海上の海鳥類のカウント調査も行う．沿岸海上に
多数のケイマフリやエトピリカ1羽などの鳥類を確認．死体
等の漂着はなかった．帰宅後，知床MLを介して調査状況
を報告．
・夕方，斜里町役場から連絡あり．国後島の報道があって
から，知床の海鳥の死体回収においてウイルスなどに感
染する恐れはないかとの問い合わせが殺到したため，回
収作業には一般の方の参加は見合わせてもらい，行政機
関と鳥に関する知識がある者のみがあたることになったと
のこと．直ちに参加の意向を示していた会員へ連絡し，事
情を説明．その上で，それでも是非手伝いたいという3名を
含めた計7名で参加することを決め，斜里町に報告．

・国後島に関する報道を受け，回収作業参加者への健康
面への安全性を優先し，協力団体，一般ボランティアの参
加を見合わせることに決定．

・回収時の諸注意をあらためて全員で確認し，分類・集計
時に役立つと思われる資料を集め，翌日に備えた．

・猛禽類医学研究所の齊藤慶輔氏より，知床MLを介し，国
後島の漂着に関する続報と，サハリン北東部のノグリキで
は油に汚染された海鳥は見つかっておらず報道もされてい
ない旨が伝えられる．

・春国岱NCの有田氏より，4日に根室港～春国岱半分まで
の海岸各地を調べたが異常なし，6日には走古丹を歩いて
みるとの連絡あり．
・早朝のメールチェックで，齊藤氏より配信された国後島の
漂着個体の写真を確認．当初のロシア側のコメントでは
「油汚染ではない」とされていたが，知床と同様，油に汚染
されていると確信する．

・齊藤慶輔氏より独自ルートで入手した国後島の漂着個体
の写真がメールで配信される．

斜里町1,888羽

・午前9時に斜里町ウトロ漁組前に集合．当支部からは川
崎夫妻，渡辺，先崎，梅林夫妻，藤崎の7名が参加．

・死体回収作業開始前の挨拶で，網走支庁より3個体6サ
ンプルを簡易検査した結果，鳥インフルエンザ陰性であっ
たことが報告される．
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・梅林夫妻と藤崎の3名は最も死体が多いホロベツ川河口
グループに入って回収作業にあたってもらうこととし，その
他の4名は斜里町役場との事前の打ち合わせ通り，遊撃
隊として各地を回り，回収方法や鳥種についての指導，油
分析用の独自サンプルの採取等にあたることとした．

・第１回死体回収作業．時間：9:00～　調査機関：環境省，
知床森林センター，網走海上保安署，斜里警察署，斜里
町役場，北海道，専門家等（77名）．　回収範囲：奥蘂別川
河口～岩尾別川．　計1,698羽の油汚染海鳥を回収．前日
分までの回収分を加えた総合計1,888羽．ウミスズメ類が
多く，希尐種はウミガラスとオオワシ．このうち，ウミスズメ
科が99.2%，カモメ科0.6%，その他（ヒメウとオオワシ各1羽）
0.2%．ウミスズメ科の中では中小型ウミスズメ類が多く
（68%），大型ウミスズメ類は（31%）であった．中小型ウミス
ズメ類中，大半をエトロフウミスズメが占め，大型ウミスズ
メ類ではハシブトウミガラスが多かった．

・遊撃隊を川崎夫妻班と渡辺（義）／先崎班の2組に分け，
川崎班はホロベツ川河口部から斜里町へ向かい，渡辺先
崎班は峰浜よりウトロ方面へ向かうこととした．

・行政側より，河川，海，流氷には油の付着や油膜は認め
られない，今後も融雪にともない継続して調査・回収を行う
旨のアナウンスあり．

・遊撃隊の2班4名は回収作業を手伝いながら移動を繰り
返し，ウトロ～峰浜の中間点で合流．回収作業終了予定時
刻の正午を迎えたため，そのまま分類作業が行われる斜
里町清掃センターへ移動．回収参加の3名については，自
主解散とした．
・清掃センター到着後，昼食，休憩．独自サンプルを一時
保管するためのクーラーボックスが無いことに気づき，発
泡スチロールの魚箱を購入，雪を詰めて簡単なクーラー
ボックスとした．
・午後から集計作業を開始．漂着場所を混同しないため
に，回収地区毎に順次行っていった，集計表と同様のマス
目をチョークで地面に描き，種や属，科といったレベルで同
定したものを並べていき，その地区の死体全てを並べ終え
た時点で一斉にカウント．数を出したあとで分類レベルに
分別して袋に入れ直し，次の地区の袋を開ける・・・といっ
た具合に進める．
・分類作業は夕方18時近くまで続いた．日中は比較的暖か
かったものの，夕方から急に冷え込んで雪がちらつく中，
全員震えながらの作業であった．
・いったん解散となるが，当支部メンバーは猛禽類医学研
究所チームや知床海鳥研究会の福田佳弘氏などとともに
斜里町役場へ移動．庁舎内会議室にて，引き続き集計作
業に参加する．
・20時過ぎに終了．その後，知床博物館の中川館長の案
内で食事．
・食事の席上，猛禽類医学研究所の渡辺有希子氏より3月
11日に札幌で行われる緊急市民集会への出席・報告を依
頼され，渡辺（義）が当支部を代表して出向くことを了承．
・昨日の一斉回収作業についてWebログに書き込み． ・猛禽類医学研究所により鳥インフルエンザ検査結果公

表．6日に知床にて採取した12サンプルにおける鳥インフ
ルエンザの簡易検査結果は全て陰性とのこと．

・一時保管用の大型冷凍庫の確保に至っていない旨も書
いたところ，早速，野鳥の会本部の古南氏よりメールあり．
ナホトカ号の際に無償提供して頂いた経緯がある（財）ホシ
ザキグリーン財団に依頼してみるとのこと．当支部からも
要請状をお送りすることに．
・また古南氏より，海鳥識別用のマニュアルの残部を送る
とのこと．
・古南氏からご紹介頂いたML（以下，ナホトカML）に，川崎
が代表して挨拶．詳細をWebログにまとめてあるため，そち
らをご参照願う旨，書き込む．
・海鳥識別マニュアルの図版を描かれた箕輪義隆氏より
メールあり．Webログを読まれ，役に立てばとの思いでマ
ニュアルやポスターの残部を送ってくださるとのこと．
・川崎より，知床MLを介し，6日の一斉回収時に当支部とし
てハシブトウミガラスとエトロフウミスズメそれぞれ2個体計
4個体のサンプルを回収しており，これらは集計に含まれ
ていること，現在OWCNと油サンプルの分析について交渉
中であることを報告．
・午後から網走市北浜の濤沸湖・白鳥公園，網走港，網走
市鱒浦漁港を回り，油がついたカモメ類やヒメウなどがい
ないかのチェックを行う．いずれの地域も，油汚染鳥の確
認はなし．

・海鳥センターの小野氏より，知床MLに「被害推定」が非
常に重要である旨の書き込みあり．

・夜，渡辺（義）が合流し，川崎宅にて11日の札幌での報告
用資料作成するべく作業を進める．
・沿岸の状況確認と沿岸部の海鳥の分布状況を調べるた
め，川崎夫妻，渡辺（義），先崎の4名で知床半島へ．

・流氷が離岸，融解し，羅臼町側から知床岬方面への船に
よる調査を予定していたが（羅臼町，羅臼漁協，環境省，
羅臼海上保安署，根室支庁，斜里町），新たな降雪等悪天
候のため，延期．再調査日は未定．

・ホロベツ川河口，宇登呂漁港，オシンコシンの滝，知布泊
漁港，峰浜海岸といった順にカウント調査を実施していく．
沿岸部の状況に異常がないことが確認された．鳥では，ウ
ミスズメ科ではエトロフウミスズメ1羽が，その他アカエリカ
イツブリ，ウミアイサ，ホオジロガモなどが確認された．い
ずれも油の付着等はなく，正常な個体であった．

・斜里町，この日より毎日の現場パトロールを開始．
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・環境省釧路自然環境事務所，網走支庁，斜里町により，
斜里町ホロベツ川～知床岬～羅臼町赤岩（知床岬から東
へ5km）の現地確認．北海道の消防防災ヘリコプター「はま
なす2号」より上空から双眼鏡による目視確認，写真記録
及びビデオ撮影．海上は氷泥に覆われ，漂流している斃
死鳥の有無は確認できず．海岸には打ち寄せられた流氷
と積雪があり，斃死鳥の有無を確認できず．海上及び海岸
には油が浮いている状況ではなかった．

・斜里町油汚染漂着海鳥等対策会議設置．斜里町．油汚
染漂着海鳥の対策に関して，半島先端部も含めた知床半
島全体の実態の把握や，個体の回収処理対策，原因の究
明，二次被害防止等を国や北海道，民間団体と連携して
効果的に行うことを主な目的に，牛来斜里町長（当時）を座
長とした「斜里町油汚染漂着海鳥等対策会議」を設置し
た．
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・午後，オシンコシンの滝での調査にUHB（北海道文化放
送）のテレビクルーが同行．
・オシンコシンの滝では，消波ブロックの隙間などに雪解け
によって新たな死体が露出し始め，ワタリガラス等が群
がっていることを確認．現地の状況を考えると我々だけで
は危険なため，回収は行わず，現時点で露出している死
体の数を把握し，報告することとした．また，ワタリガラスが
群がっているところにオジロワシの幼鳥１羽が舞い降り，し
ばらくして飛び去る様子を確認．消波ブロックの陰となった
ため確認はできなかったが，死体を食べていたものと思わ
れた．さらに，周辺の崖上にはオオワシ12羽の姿が見られ
たが，この日，ウトロ～知布泊間で本種が集中していた場
所はここに限られ，油汚染海鳥の死体を目当てに集結して
いたものと考えられた．
・峰浜海岸では油にまみれた海鳥の死体を足に掴み，飛
び去るオジロワシの成鳥1羽を確認した．
・帰宅後，確認した死体の数や場所，その他ワシ類の状況
等を知床MLを通じて報告．
・猛禽類医学研究所の渡辺有希子氏より，11日の札幌で
の緊急市民フォーラムに関する連絡があり．

・猛禽類医学研究所の齊藤慶輔氏より，知床MLを介して6
日の一斉回収時に持ち帰ったもののうち，エトロフウミスズ
メとハシブトウミガラス各2羽の病理解剖結果が報告され
る．いずれも死因としては溺死であり，生きている時に油に
まみれ，そのために死亡に至った可能性が高いとのこと．

・夜，渡辺（義），川崎宅にてフォーラムに向けての資料作
成．泊まり込んでの作業となった．
・OWCNとの仲介を依頼している小西氏から，先方の出張
などで若干遅れ気味ではあるものの，交渉自体は順調に
進んでいる旨の連絡あり．
・連日の様々な作業で全員疲れが見え始めていることと，
それぞれの本業などの都合もあり，事態急変がない限り翌
日は屋外での調査等を行わない安息日と決める．
・川崎（康）は本業の合間に入ってくる情報の整理やマスコ
ミ対応，渡辺（義）は緊急市民フォーラムで発表する資料の
作成，先崎は様々な資料を読破しながら今回の件に関連
しそうなポイントをピックアップしていく．川崎（里）は家事の
傍ら，Webログの更新・整理などを行う．

・6日回収された海鳥死体の解剖検査結果公表．

・野鳥の会本部の古南氏よりお送り頂いた各種資料が到
着．
・猛禽類医学研究所の渡辺有希子氏より，フォーラムに関
する連絡が度々入る．また，枝幸町でも1月下旪に油に汚
染されたエトロフウミスズメとウミガラスが見つかっていたら
しいとの連絡（後日，エトロフウミスズメ〔生体収容のち死
亡〕が1/10，ウミガラスとされていたものはハシブトウミガラ
ス？であり1/14であると判明）．
・北海道海鳥センターの小野氏より連絡あり，翌日お会い
することに．また濤沸湖白鳥公園において，シロカモメの幼
鳥に油のようなものがごく尐量付着していたが油かどうか
確認できなかったとの報告も頂く．
・夜，先崎が帰るため網走駅へ渡辺（義）が送る．

・川崎，海鳥センターの小野氏へ電話を入れ，濤沸湖白鳥
公園にて合流することに．渡辺（義）にも連絡．一足先に現
地へ向かい，合流した渡辺とともに昨日小野氏が観察した
シロカモメ幼鳥を探すが確認できず．

・猛禽類医学研究所の渡辺有希子氏より，知床MLを介し，
8日に病理解剖を行った4羽および3日に羅臼町にて保護
収容されたハシブトウミガラスの鳥インフルエンザの結果
が報告される．いずれも陰性とのこと．尐数，ウエストナイ
ル熱の検査も実施し，いずれも陰性とのこと．なお，羅臼
町で保護された生体に付着していた油が，今回のものと関
連しているかどうかは不明とのこと．

・小野氏と北海道地方環境事務所の佐々木野生生物課長
補佐のお二人と合流．野鳥観察舎2階にて，小野氏が持参
された資料等を拝見しながら，被害推定の考え方や漂着
調査についてのアドバイス等を受ける．現地にて解散．
・箕輪氏からお送り頂いた海鳥識別マニュアルが到着．

・夕方，渡辺（義），川崎宅へ．作成した発表資料の最終確
認．深夜になって札幌に向けて発つ．
・昨晩から気温が上昇．予報では9℃まで気温が上がると
のことで，雪解けが進み，新たな死体が見つかる可能性が
あると考え，すでに調査済みであった小清水町の浜小清
水海岸を川崎夫妻が再調査．

・知床MLを介し，斜里町役場より斜里町状況に関する報告
あり．斜里町は8日以降職員持ち回りで海岸のパトロール
を実施していること，ゴロタ石の海岸では太陽熱で暖めら
れた石の上にある死体から油が融解し始めていること，パ
トロール中に一部回収も実施しているが，２回目の一斉回
収を行うべく調整している等のこと．

・事前の沿岸海上のカウント調査では，マガモ，ホオジロガ
モ，クロガモ，ウミアイサ等を確認．

・知床MLを介し，知床海鳥研究会の福田氏より，浜頓別の
状況について報告あり．特に異常なしとのこと．

・浜小清水キャンプ場から止別側にかけての海岸約1kmを
調査．キャンプ場前の消波ブロックにて，油が付着した羽
がいくつか見つかり，止別寄りの海岸では砂に埋もれた状
態のアビ類と小型ウミスズメ類の死体（後者は骨格と多尐
の羽毛を残すのみ），各1羽ずつを発見．その他，油の付
着は見られないものの，不自然な抜け方をした羽や羽毛
の塊など，計11点回収する．
・網走支庁に調査結果を電話で報告．状況を説明し，回収
したサンプル（死体）は川崎が暫時保管することとなった．

3/9
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・同時に，その旨を小清水町役場へも連絡．

・知床MLへ小清水町でも油汚染死体が見つかった旨，報
告する．
・知床MLを介し，翌週以降の当支部の体制について連
絡．13～17日までの間は川崎夫妻が出張のため，基本的
に現場での対応等は渡辺（義）に一任することになるとの
件．
・渡辺（義），札幌市中央区の「かでる２・７」において催され
た「サハリンII石油天然ガス開発環境影響評価書の検証報
告会～斜里町における油汚染鳥の漂着－私たちは何を問
いかけられているのか～（主催：北海道ラプターリサー
チ）」に出席．「斜里町における油汚染鳥の漂着現場から
の報告」と題した発表を行う．定員65名の会議室に80名を
超える参加者があり，この件に関しての関心がオホーツク
海沿岸部のみならず，札幌市周辺などの都市部でも高い
ことが伺われた．
・昨日の状況を踏まえ，本日も海岸漂着調査を実施．網走
市藻琴（藻琴川河口左岸）～同市鱒浦までの間約1.3km
と，小清水町止別川河口左岸から浜小清水方面へ約
1.5kmの間の２区間を踏査．それぞれ周辺海上のカウント
調査も実施．川崎夫妻が担当．
・藻琴では特に異常なし．ただし積雪がややあったため，
十分な調査とはいえない状況．
・止別川河口左岸では河口部の堤防脇にて，油が付着し
たハシブトウミガラス1個体分の死体を回収．付近でエトロ
フウミスズメと思われる小型ウミスズメ類の骨格も回収．胸
骨から両翼にかけての骨格が残っており，1個体としてカウ
ント．
・調査終了後，網走支庁へ連絡し，11日回収分とあわせて
引き取りに来ていただく．

・小清水町役場にも電話連絡．
・斜里町役場より知床MLを介し，7～12日までの斜里町・
環境省回収分について知床海鳥研究会の福田氏の協力
を得て分類・集計を実施したと報告あり．

・6日の一斉回収後、新たに12日までに斜里町が毎日のパ
トロールの際回収したものと，環境省ウトロ自然保護管事
務所が回収したものについて，分類集計を行った．その結
果，新たな回収分は197羽，合計2,085羽となった．

斜里町2,085羽

・渡辺（義），東京へ行っていた当支部の嶋崎太郎幹事が
帰網したことを受けてすぐに会い，状況の説明と今後の対
応について相談．

・網走市の海岸でオオワシの死体が発見された（3月23日
に油汚染海鳥を食べたことによる二次被害との解剖所見
が発表される）．

・渡辺（義），国際環境NGO「FoEジャパン」の村上正子氏か
ら依頼を受け，稚内でのサハリンプロジェクトに関する報告
会に出席し，今回の状況について説明を行う．出席者は日
本野鳥の会道北支部，宗谷支庁，環境省など8名．

・現地パトロール．斜里町．奥蘂別川から小清水町界付近
までの全区間を踏査．小清水町で油汚染鳥の死体が発見
されたことを受け，小清水町との境界まで範囲を延長して
実施したもの．結果，小清水町境界（ウエンベツ川右岸）～
以久科原生花園間では確認なし，以久科原生花園～奥蘂
別川河口間6個体であった．また，知床半島部の弁財隧道
西の海岸約300ｍでパトロールを実施したところ約300片の
死体の一部を回収，ただし肢体が揃っているものはほとん
どない．

・知床MLを介し，斜里町役場より2回目の一斉回収が16日
になったとの連絡あり．川崎夫妻は出張，渡辺（義）も仕事
の都合で参加不可のため，嶋崎1名が参加する方向で調
整．

・第２回死体回収作業の日程が決定．3月16日に実施．集
積場所を変更．鳥インフルエンザの可能性は尐なくなった
ものの，今後の降雪状況や天候，海岸の状況，新たな情
報により予定が急遽変化する可能性があるため，今回も
ボランティアの参加は見合わせることとした．

・当支部とOWCNとの仲介役を引き受けて頂いている方よ
り川崎へ連絡あり．時間はかかっているが順調に交渉は
進んでいるとのこと．現時点で，OWCNから「カリフォルニア
州政府漁業狩猟省（Department of Fish and Game）」内の
組織である「Office of Spill Prevention and Response
（OSPR）」へと話が進み，同省の研究試験所である
「Petroleum Chemistry Laboratory」にて分析を行うことが
決まり，どのようにしてサンプルを送るかを協議し始めた段
階であるとのこと．

・猛禽類医学研究所の齊藤慶輔氏より知床MLを介し，サ
ハリン環境ウォッチのリシーツィン代表からのメールが紹
介される．「サハリン環境ウォッチへOWCNより，知床での
油汚染に関連して油サンプルの分析を行っても良いとの連
絡が来ており，齊藤氏がやりとりを行ってはどうかとリシー
ツィン代表が考えている」こと，「モスクワの研究所に電話
をしたところ油分析を行うことは可能と言っており，分析に
は“フィンガープリント法”を用いる」こと，「（同研究所は）知
床の油を分析するには1サンプルで十分としているが、（リ
シーツィン代表は）“色々なことを他の多くの研究施設でも
実施すべきだ”と考えている」こと，これに関し齊藤氏も
「（特に第三者的な立場の）研究者・研究所が分析すること
もまた，公平かつ正確な結果を得ることにつながるのでは
ないか」とのコメント．

・川崎より齊藤氏へ当支部がOWCNと交渉を行っている経
緯を説明するメールを送信．
・網走支庁から斜里町役場へ「12日（11日も含む）に当支
部が回収した個体の同定・分類を明日の斜里での一斉作
業に合流させ，終了後は再度支庁が持ち帰る」との連絡が
あった旨，斜里町役場より報告あり．
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・2回目の一斉回収が行われる．回収作業は行政側のみ
55名で行われ，その後の分類・集計作業に当支部から嶋
崎1名が参加．集計作業は深夜にまで及んだ．

・第２回死体回収作業実施．回収作業：9:00～13:00，分類
同定・集計作業～23:00　実施機関：斜里町（回収作業統
括），環境省釧路自然環境事務所，林野庁知床森林セン
ター，網走海上保安署，網走支庁，斜里警察署，網走土木
現業所　計55名．回収範囲：斜里町奥蘂別川～岩尾別川
までの海岸．雪が溶けた場所では，漂着死体が新たに回
収された．被食されて体の一部しか残っていない死体が多
く，同定・分類が遅れ，集計作業は深夜にまで及んだ．猛
禽類医学研究所，日本野鳥の会オホーツク支部，鳥類の
識別に詳しい行政職員等による同定・分類作業により合計
3,998羽となった．

斜里町3,998羽

・ルシャ地区海岸（岩尾別川から半島先端側に約32km）の
状況について，知床世界自然遺産地域科学委員会河川工
作物ワーキンググループの調査に同行した東京農業大学
の笠井文孝氏から斜里町へ現地の状況が報告された．調
査日は3月11日で，羅臼側のルサ川からスキーにより往
復．海岸線の大半が流氷と積雪に覆われ，海鳥の漂着状
況を確認することはできなかったとのこと．

・FoEジャパンの村上氏が現地視察．渡辺（義）が網走駅ま
で迎えに上がり，そのまま現地を案内する．
・川崎，出張より帰宅．村上氏を川崎宅へお招きし，ごく小
規模ながらサハリン開発についての問題点等をご教授頂
く．嶋崎と奥村和弘支部会員も同席．渡辺（義）より簡単に
11日以降の動きについての追加報告を受ける．

3/18 ・川崎，ここまでの活動の中間報告書作成作業に入る．諸
事情により同日中に完成できず，深夜になって未完成の暫
定版を支部役員のみにメールにて配信．

3/20 ・低気圧の通過に伴い，午後から吹雪．

3/22 ・（財）ホシザキグリーン財団より斜里町へ無償貸与された
大型冷蔵庫（1,354L，770L）が到着．知床博物館標本処理
施設内に設置．
・ 北海道により油分析結果の中間報告が発表された．Ｃ重
油の可能性が非常に高いとのこと．検査機関は北海道環
境科学研究センター．
・北海道により海水の水質検査結果について発表された．
3月14日にオンネベツ川河口付近およびホロベツ川河口付
近沿岸で採水された海水の水質検査を行った結果，油分
などは検出されず，その他についても異常なし．

・斜里町役場内にて第2回斜里町油汚染漂着海鳥等対策
会議を開催．
・奥蘂別川河口から約150m西の海岸でオオワシの死亡個
体が確認され，知床博物館で回収．内臓の多くは食害を受
け，海岸の砂にまみれているため油付着の有無は未確
認．油に汚染された海鳥漂着との関連性は不明．死体は
環境省（釧路市）に移送され，調査される予定とのこと．

・第3回死体回収作業の日程が3月29日に決定．一般公募
せず．
・清里町清里林産工業合板工場から油圧オイル（耐摩耗
性油圧作動油：スーパーハイランド）が建物外に放出，工
場内の側溝から付近の排水に流出し，斜里川へ流れ込む
事故が発生．
・3月13日に網走市で発見されたオオワシの死体の解剖結
果が発表された（猛禽類医学研究所調べ）．オオワシの胃
の中から油の付いたウミスズメ類の足が見つかり，粘膜が
炎症を起こしていた．また，このオオワシは足に奇形があ
り，腎臓も著しく小さかった．環境省釧路自然環境事務所
により「多肢症などの先天的奇形や鉛暴露の影響による
慢性的衰弱に加え，油に汚染された鳥類の採食によって
急死した可能性が高いと考えられる」と発表された．

3/25 ・札幌市在住の獣医師，斉藤聡氏より知床油汚染に関す
る独自調査の報告をいただいた．調査は3月22日から23日
にかけて，知布泊漁港，ホロベツ川河口，岩尾別川河口，
オンネベツ川河口，常呂漁港，ワッカ原生花園海岸にて行
われ，常呂漁港，ワッカ原生花園海岸以外の地点で油汚
染関係の漂着物が確認された．斉藤氏からは，この事件
がまさに油汚染事故であること，油の層が海上にないこと
から海面下を油が漂っていた可能性があること，海流の関
係から北方海域から運ばれたこと，極寒地ではC重油に低
沸点成分を添加することがあり本来のC重油と異なる可能
性があること，状況証拠だけでも関係事故現場を推定する
ことができること，今回の件に対し水産庁，環境省，科学技
術庁，海上保安庁が動かなければならないこと，道からも
国に対し原因究明の直訴をするべきこと等の感想を頂戴し
た．

・釣り人が斜里川を流れる油を発見，斜里警察署に通報．
午後から消防，土現，役場等により，斜里川に流出した油
圧オイルの吸着除去作業開始．
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3/26 ・もんべつかいはつくらぶの大館氏と当支部の川崎，渡辺
（義）の3名を呼びかけ人として実施する「一斉海岸調査」
の日程が決定（4月9日）し，ボランティア申し込み受付を開
始．

・斜里川の油流出事故について，清里町，土現，工場，消
防，他による対策協議．斜里川河口での海への流出量は
減尐．下流の斜里町側でも2カ所にオイルフェンスを張り吸
着マットによる除去作業を行う．

3/27 ・斜里川油流出事故についての報告を受け，午前中に川
崎夫妻と渡辺（義）の3名で斜里川河口付近を調査．今回
の事故で流出した油に油曝したと思われるカモメ類生体3
羽を確認．いずれもしきりに羽づくろいしていたが，衰弱し
た様子は認められなかった．その他，重油系の油が付着し
た海鳥の死体を確認．これらは回収し，斜里町に報告．
・第3回死体回収作業に参加．川崎夫妻，渡辺（義），奥村
の4名．1回目の回収で一番多く死体が見つかったホロベツ
川左岸～ウトロ漁港の海岸ではほとんど死体が確認され
ず，ここでの回収作業は一段落ついたという印象だった．
回収作業後，坪川と合流し，午後から斜里町役場裏の倉
庫で分類作業に参加．4～5斑に別れて場所毎に分類．オ
オワシの死体も1羽回収．

・第3回死体回収作業実施．時間：9:00～　実施主体：環境
省釧路自然環境事務所，北海道網走支庁，網走土木現業
所，斜里町，網走海上保安署，斜里警察署（50名）．協力
団体：ウトロ漁組，斜里第一漁組，知床森林センター，自然
公園財団知床支部，日本野鳥の会オホーツク支部，猛禽
類医学研究所，知床野鳥の会，知床財団，知床ガイド協議
会，ウトロ自治会，知床の海岸をきれいにし隊，東オホー
ツクシーニックバイウェイ推進協議会（35名）．回収範囲：
斜里町峰浜～岩尾別川までの海岸．分類・同定作業：猛禽
類医学研究所，日本野鳥の会オホーツク支部，知床野鳥
の会等．

斜里町5,338羽小清
水町7羽　　合計
5,345羽

・今回の回収作業ではオオワシの死体1羽も回収された（4
月4日に死因発表）．
・道からの依頼で分析を実施していた国立環境研究所よ
り，知床油汚染の油はC重油と特定されたとの発表がなさ
れる．
・滝上町平安橋付近（国道273号）でタンクローリーと大型ト
ラックが衝突，ガソリン4000リットルが流出．そのうち約
3800リットル近くが渚滑川に流れ込んだ．網走開発建設部
がオイルフェンスを設置．

3/31 ・日本野鳥の会千葉県支部長志村英雄氏より電話にて激
励を頂戴する．
・知床油汚染海鳥のDNA解析を当支部幹事の奥村（東京
農業大学大学院生）が担当．検体はエトロフウミスズメ2
体，ハシブトウミガラス1体（3月29日回収，集計済み）．検
体を洗浄する前の体重と洗浄後の体重を比較することに
より，付着していた油の重さが判明．エトロフウミスズメに
付着していた油は78.55g，ハシブトウミガラスに付着してい
た油は194.46gであった．
・紋別市コムケ海岸と網走市北浜（濤沸湖白鳥公園）にて
それぞれ油に汚染されたオオセグロカモメ生体2羽ずつ確
認．いずれもまだ衰弱が進んでおらず保護が難しい状況．
・13:00～当支部の総会が行われ，知床油汚染海鳥漂着問
題について報告．
・知床油汚染海鳥漂着問題について広く一般の方々に伝
えていくため，出張説明会の申し込み受付開始．
・海鳥の死体漂着位置と前年末以降の油汚染生体確認位
置図を作成．
・4月1日，紋別と網走で油汚染オオセグロカモメ生体が確
認されたとの情報を得て，川崎夫妻と渡辺（義）の3名で網
走市海岸町～斜里漁港にかけて数カ所を調査．NHK網走
報道部の記者も同行．濤沸湖白鳥公園にて油汚染オオセ
グロカモメ生体1羽を確認．4月1日に確認された2羽のうち
の1羽と思われる．ほか油汚染生体2羽確認．

・サハリン州政府により、国後島に大量漂着した海鳥の死
体に付着していた黒い液体はC重油であると発表された
（NHKテレビニュースより）．

4/5 ・午後から川崎夫妻，渡辺（義）の3名で濤沸湖白鳥公園を
調査．油汚染鳥生体としてシロカモメ1羽，オオセグロカモ
メ5羽，オオハクチョウ1羽を確認．

・北海道新聞4月5日付の報道より「ロシア・サハリン漁業海
洋学研究所（ユジノサハリンスク）は，ロシア農業省所管の
サハリン地区検疫所から依頼を受け，死骸を検査してい
た．ただ，油の種類やこの油と海鳥の死の因果関係につ
いて，同研究所は「現段階では回答できない」としている．

4/6 ・川崎，浜小清水の海岸調査．油汚染関係の漂着物の確
認なし．その後，濤沸湖（平和橋）でワシ類調査．異常個体
等の確認なし．念のためワシ類のねぐらも見回ったが，異
常個体や落鳥個体などは確認されなかった．

・NHK総合「スタジオパークからこんにちは」で知床油汚染
問題が全国放送された．

・北見市，網走市周辺で発行されているミニコミ誌「経済の
伝書鳩」に知床油汚染問題が掲載された．

・知床半島先端部・ルシャ地区での調査が4月9日に決定。
調査実施主体：ウトロ漁業協同組合，斜里第一漁業協同
組合，斜里町．調査参加機関：環境省釧路自然環境事務
所，網走支庁．調査範囲：斜里町ルシャ川河口海岸一帯．

・渡辺（義），網走市海岸町～濤沸湖白鳥公園にかけての
海岸調査．濤沸湖白鳥公園で4月1日から確認されている
油曝オオセグロカモメ1羽を確認．網走川河口左岸にて衰
弱したオオセグロカモメ1羽を保護．一見して油の付着は見
られなかった．この個体は網走支庁環境生活課で保護収
容．

4/7

3/30

4/1

4/2

4/4 ・3月29日に斜里町内で発見回収されたオオワシの死因に
ついて発表（環境省釧路自然環境事務所）．油に汚染され
た海鳥を摂食したことに起因する循環器不全により死亡と
診断された．これにより，このオオワシが二次被害による
犠牲であることが確定，今回の油による回収総数は1羽増
えて5,339羽となった．

斜里町5,339羽小清
水町7羽　　合計
5,346羽

3/29



・9:00～一斉海岸調査事前レクチャーおよび知床油汚染に
ついての説明会を行った．参加者：当支部の坪川，渡辺，
嶋崎，川崎夫妻5名と，網走周辺にお住まいの方7名，東
京農業大学生3名，北海道大学生3名，（社）日本海難防止
協会の大貫氏，（財）日本野鳥の会自然保護室長の古南
氏，NHK網走報道部記者．場所：海岸調査レクチャー・浜
小清水キャンプ場前浜，説明会・川崎宅．
・事前レクチャーおよび説明会終了後，解散し，有志でウト
ロ方面の現場を視察．日本海難防止協会の大貫氏より専
門家の視点から多くの助言をいただいた．オンネベツ川河
口付近とホロベツ川河口付近で油汚染海鳥の死体を確
認，死体は回収し，後日斜里町役場へ届けた．
・夕方，小清水町止別駅前浜に油が入ったドラム缶2本が
打ち上げられたとの情報を得て，川崎夫妻と渡辺（義）の3
名で現地へ．現場に待機していた警察官から了解を得て，
状況を確認．この日のうちにドラム缶は回収され，小清水
町役場によって処理された．一斉海岸調査でドラム缶が見
つかる可能性を考慮．油が入っているドラム缶を見つけた
ら調査員は安易に手を触れず，海上保安庁等の緊急ダイ
ヤルへ連絡し，調査はその時点で中止，現場対応をするこ
とにした．
・日経エコロジー5月号（4月8日発行　日経BP社）で「すぐそ
こにある危機　第4回」として知床油汚染問題が取り上げら
れた．
・一斉海岸調査実施．「もんべつ　かいはつ　くらぶ」大館
氏により発案，渡辺と川崎が賛同し，この3名が「呼びかけ
人」としてボランティアを募集，実行．海岸調査が実施され
た海岸線は稚内市から釧路市までの間で，稚内市～小清
水町の調査距離は140.5kmであった．調査人数は172名
（小清水町役場ボランティアグループ36名（町長含む），紋
別市役所ボランティアグループ14名含む）．油汚染海鳥の
死体，油汚染漂着物，ドラム缶等が確認された．ドラム缶
は各地の海岸で複数確認され，各市町村および関係機関
がドラム缶処理のため対応した．

・4月9日に予定されていた知床半島先端部・ルシャ地区で
の調査は時化のため中止．

・北見市常呂町の海岸にドラム缶4本が漂着しているのが
確認されたとの報道．

4/10 ・札幌全日空ホテルにて，サハリンⅡプロジェクトの公聴会
が開催．当支部からは川崎夫妻，渡辺（義）が出席．

・小清水町内でドラム缶2本が漂着したことを受け，斜里町
内海岸についても監視．これまでに4本のドラム缶が発見
されたが，小清水町内で発見されたものとは異なり，いず
れも古くかなり以前に漂着した物で，今回の件とは関連は
ないと思われる．

4/11 ・オホーツク沿岸各地に漂着したドラム缶について、知床
油汚染事件との関連を含む様々な憶測がヒートアップして
いる状況を受け，Webログにて注意喚起の書き込みを行
う．

・「漂流していたドラム缶から潤滑油などが流出していた場
合、海洋汚染につながるとの懸念から、高橋はるみ知事は
11日、環境省を訪れ、流出源の特定など実体解明の協力
を要請した」との記事が当日付けの北海道新聞に掲載．

・川崎、網走市の個人宅で知床油汚染問題に関する説明
会を行った。参加者は網走市在住の婦人団体の女性7名。

・その後、川崎宅にて油汚染問題について某在京団体の
広報誌を担当されている方から取材を受ける。
・渡辺（義）、緊急学習会「サハリンⅡ石油天然ガス事業
環境と開発の両立はありうるか」～環境アセスメントの検証
をもとに～（東京豊島区生活産業プラザにて、日本環境災
害情報センター（JEDIC）／WWF／国際環境NGO　FoE
Japan共催）に参加。
・渡辺（義）、サハリンⅡプロジェクト公聴会（東京八重洲富
士屋ホテル、国際協力銀行（JBIC）主催）に出席。
・4月9日の一斉海岸調査で雄武町で回収されたエトロフウ
ミスズメについて解剖結果報告をいただいた（酪農学園大
学院生吉野氏より）。この個体は解剖後、東京農業大学院
生の奥村氏の元でDNA解析が進められ、残った部位は吉
野氏により骨格標本が作られ、後学に活かされることに
なった。

・斜里町，ドラム缶の確認作業に追われる．内容物の入っ
たドラム缶が尐なくとも4本あることが判明．このうち3本は
日本製で船舶用ディーゼルエンジン潤滑油のラベルが
あった．1本については錆がひどく不明．いずれも内容物の
漏出等なし．海鳥との関連は別として，ドラム缶も含め漂
着するゴミは地元にとっても大きな課題となっている．

・4月9日の一斉海岸調査で回収された油付着サンプルに
ついて、道庁で知床との関連性などを調査するべく一括し
て引き取っていただいた。

・夕方から降雪，斜里町市街で新たに10cmほどの積雪．

4/14 ・渡辺（義）、網走市海岸町で衰弱したオオセグロカモメ1羽
を保護。油の付着は見られなかった。網走支庁の指示によ
り、市内の動物病院で保護収容。

・知床岬地区現地調査．網走海上保安署の巡視船ゆうば
りにより，知床岬地区の海鳥漂着状況調査を実施．調査
参加機関：網走海上保安署，環境省，北海道，斜里第一
漁業協同組合，ウトロ漁業協同組合，斜里町，報道機関同
行代表取材（NHK・北海道新聞）．上陸予定の文吉湾は蓮
葉氷がはりつめ，上陸用の警備救難艇が港内を進むこと
ができず調査は海上からの観察となった．したがって，知
床半島先端部の海鳥死体の漂着確認はできなかった．

・前日網走市海岸町にて保護されたオオセグロカモメ放
鳥．
・濤沸湖白鳥公園で4月1日から確認されている油曝オオ
セグロカモメの生存確認．油が付着した状態で尐なくとも
15日は生きていることが明らかに．

・北海道新聞4月15日付記事にて，「3月に滝上町のタンク
ローリー事故で多量のガソリンが渚滑川に流入した問題
で，網走土現等は14日までに，汚染の広がりは見られない
と判断し，流域に設置したオイルフェンスを撤去した」との
報道あり．

4/8

4/9

4/12

4/13

4/15



・9:00～小清水原生花園で地元自治体や各種団体による
ゴミ拾い作業．川崎夫妻が参加し，作業前に川崎から参加
者へ油汚染海鳥の漂着状況についての説明と，油関係の
漂着物を発見した場合は報告して頂くようアナウンスを行
う．結果的には油汚染に関する漂着物は確認されなかっ
た．
・夕方，川崎夫妻と渡辺（義）の3名で濤沸湖のヒシクイねぐ
ら入り調査を行い，同時にねぐら入りするワシ類を観察し
たが，異常行動等は見られなかった．

4/16 ・濤沸湖白鳥公園で4月1日から確認されている油曝オオ
セグロカモメの生存確認．べっとりと付着していた油はずい
ぶん減ったように見えた．栄養状態，換羽時期，季節など
の条件が整えば，カモメ類はある程度の油の付着なら自
力で回復することができるのかも知れないとの印象を抱く．

4/17 ・渡辺（義），斜里漁港内で油が付着したハシブトウミガラス
の死体を確認，回収．死体は斜里町役場へ持ち込み，収
容．

4/18 ・米国カリフォルニア州政府機関「OSPR」へ小西氏により
知床油汚染の5サンプルが届けられる．
・酪農学園大学の大学院生吉野氏より，4月9日の一斉海
岸調査で網走市で回収されたハシブトウミガラスについて
の解剖結果報告を頂戴する．この個体については東京農
業大学院生で当支部幹事の奥村氏によりDNA解析が行わ
れ，残った部位は骨格標本にされ，後学に活かされること
に．
・知床油汚染問題をテーマにした漫画が日本野鳥の会佐
賀県支部報「野鳥さが」2006年4月号に掲載された．

・ルシャ地区における漂着確認調査実施．ルシャ川河口か
ら南西約1500mまで（ポンベツ川河口一帯を含む）の区間．
海岸線及び河口付近を徒歩で確認．ルシャまでの道路は
通行止めのため，許可を得て車両及び徒歩（スキー）で通
行した．実施主体：斜里町（環境保全課2名，環境省ウトロ
自然保護官1名）．油が付着した海鳥死体は14点，このうち
サンプルとして回収したものは1点．油が付着したロープ等
の漂着物を尐量確認したが，海岸に油そのものが漂着し
た痕跡はみとめられなかった．

・根室地方で油汚染カモメ類複数確認との報道（北海道新
聞、読売新聞等）．

・根室市内における油付着カモメ類に関する詳細な情報と
写真を関係者の方からご提供頂き，Webログに公開．

・NHK北海道クローズアップ「海鳥大量死の謎を追え」で知
床油汚染問題が取り上げられた．
・網走地方の海岸で4月5日以降に漂着が確認され，内容
物があることが確認されて回収されたドラム缶7本のうち，2
本についての油分析結果が北海道環境生活部より発表さ
れた．分析は北海道環境科学研究センター．ドラム缶内の
油は潤滑油であること，知床海鳥大量死とは無関係である
ことが判明．

・日本野鳥の会道北支部総会「野鳥勉強会」にて渡辺（義）
が知床油汚染問題について講演．
・川崎夫妻，根室方面で多数の油付着カモメ類が見つかっ
ている問題を受けて網走方面の状況を確認．網走市鱒浦
漁港，鱒浦川河口，濤沸湖白鳥公園を見て回るが，いず
れも油付着カモメ類は確認されず．

・斜里町で錆の進んだ古いドラム缶も含め，斜里町涛釣沼
～ウトロの海岸で計44個のドラム缶を確認した（錆びて壊
れた古いドラム缶も含む）．このうち43個を回収，残り1個
（内容物なし）は積雪で運搬が困難なため，雪解け後回収
予定．43個のうち8個は内容物入りで，開栓して成分検査
のためのサンプル採取を行い，内容物が海水であった1本
と有機溶媒1本を除く6本について，成分分析のため道によ
り分析機関に送られた．

・読売新聞「油濁の海」連載開始．1回目は「海鳥の死　犯
人は沈没船？」と題し，知床油汚染問題の原因について，
（社）日本海難防止協会の大貫氏が主張する「沈没船説」
が解説された．

4/26 ・知床岬先端部現地調査実施．実施主体：羅臼町，根室支
庁，環境省羅臼自然保護官事務所，羅臼海上保安署，羅
臼漁業協同組合．知床岬付近羅臼町側で油汚染海鳥の
断片4羽分回収．アブラコ湾で約100個の破片回収．

4/27 ・知床岬先端部現地調査実施．知床財団．ルシャ地区海
岸で油汚染海鳥19羽分の死体回収．

4/28 ・NHK総合全国版にて「北海道クローズアップ・海鳥大量死
の謎に迫る」の短縮版放映．

4/29 ・読売新聞「環境ルネサンス№１１　油濁の海(5)」で知床油
汚染海鳥漂着問題の原因究明に関する環境省・地球環境
局長のコメントが掲載された．「費用対効果ですね．どのく
らい金がかかるか．油流出が繰り返される恐れはあるの
か．漁業被害があるなら一生懸命発生源を探すが，流出し
た油の量は尐ないようだし」とのコメント．

4/19

4/20

4/21

4/22

4/25

4/15



5/1 ・日本野鳥の会札幌支部支部報「カッコウ」2006年5月号
に，知床油汚染海鳥漂着問題についての記事が掲載され
た．

5/2 ・知床岬地区回収作業を10日に実施することが決定．

・濤沸湖白鳥公園にて4月1日に発見された油付着オオセ
グロカモメ第3回冬羽を再確認．下腹部に付着していた大
量の油はほとんど無くなっているように見えた．健康状態
は良好のようで，活発に飛び回っていた．
・油成分独自分析について，油のサンプルをOSPRへ提出
していただいた小西氏が帰国され，より詳しいご報告をい
ただいた．OSPRより「もし今後被害が拡大するようなら，あ
るいは来年も同じような被害が起きた場合は更に援助する
ことも有り得る」「北海道オホーツク周辺の状況については
アメリカの機関はほとんど知らないため，沈没船の数と場
所，天然の油が出ているところがあるか等，今後調べてい
る必要が日本側にあるのではないか」との申し出・ご指摘
を受けた．また，知床油汚染問題の件はアメリカの新聞に
も掲載されていたようで，小西氏によると「鳥に関係ない人
も含めて，結構多くの人が知っていた」とのこと．

5/10 ・網走港にて油が付着したハシブトウミガラスの死体が回
収された．東京農業大学オホーツクキャンパスの学生が発
見し，当支部Webサイトの掲示板にて報告を受ける．

・知床岬地区（文吉湾・啓吉湾・アブラコ湾）にて死体回収
作業実施．実施主体：斜里町・ウトロ漁業協同組合，斜里
第一漁業協同組合．参加機関：斜里町・ウトロ漁業協同組
合，斜里第一漁業協同組合，環境省ウトロ自然保護官事
務所，北海道網走支庁，漁場油濁救済基金．協力：オコツ
ク漁業生産組合．油汚染海鳥の死体20羽，油が付着した
海鳥の一部とゴミが30Lゴミ袋約4袋分回収された．

5/12 ・HBC（北海道放送）ニュース特集で知床油汚染海鳥漂着
問題が取り上げられた．油汚染海鳥の死体の解剖結果か
ら海鳥の死亡時期を予想，その時期にサハリン南東沖で
起きたタンカー事故について検証する内容．

5/17 ・斜里町内で回収されたドラム缶42本のうち，油状の内容
物が入っていた6本については潤滑油だったことがわかっ
た．

・10:00～知床博物館において標本用サンプル選定作業が
実施される．川崎夫妻，渡辺（義）の3名が参加．骨格標本
（主に頭骨と胸骨）やDNA採取に使えそうなサンプルを選
定する．これらのサンプルは国立科学博物館や森林総合
研究所等に送られ，研究に活用されることとなった．

・3月29日実施の一斉回収以降に回収された海鳥につい
て，分類集計作業実施．実施主体：斜里町．協力：日本野
鳥の会オホーツク支部，知床海鳥研究会等．

・13:00～海鳥死体の分類同定作業に参加．川崎夫妻，坪
川，渡辺（義），梅林夫妻の6名．斜里町役場裏の倉庫にて
実施．

5/22 ・5月19日に行われた分類同定作業の集計結果が発表さ
れた．斜里町内で回収された油汚染海鳥の数は5,564羽に
のぼった．4月9日に行われた一斉海岸調査の結果も含
め，北海道オホーツク海側で確認・回収された海鳥の数は
合計5,580羽（斜里町5,564羽，小清水町8羽，網走市3羽，
雄武町2羽，浜頓別町2羽，稚内市1羽）となった．

斜里町5,564羽
小清水町8羽　　網
走市5羽　　雄武町2
羽　　浜頓別町2羽
稚内市1羽　　合計
5,582羽

5/25 ・知床岬地区（文吉湾～啓吉湾）にて，知床国立公園ク
リーン事業（主催：環境省釧路自然環境事務所，斜里町，
後援：知床をきれいにし隊）による海岸清掃作業が行われ
た．その際，文吉湾で1羽，啓吉湾で3羽の海鳥の死体が
回収された．斜里町での回収総数は5,568羽になった．

斜里町5,568羽
小清水町8羽　　網
走市5羽　　雄武町2
羽　　浜頓別町2羽
稚内市1羽　　合計
5,586羽

5/29 ・テレビ朝日ドキュメンタリー番組「テレメンタリー2006」で知
床油汚染問題が取り上げられた．サハリン南東沖で2005
年11月に起きたタンカー座礁事故と知床油汚染問題との
関連性を検証し直す内容．「外国相手に動きがとれない北
海道，動きが見えない日本政府，自国の責任ではないと言
い張るサハリン（ロシア）．知床油汚染問題では，漁業など
人間の生活に関しては大きな被害が出ていないとは言え，
油汚染であることに変わりはない．日本の海岸に重油が漂
着したことは事実である．今後，サハリン油田開発に伴う
油流出事故に対して，各機関はこのような対応を繰り返す
のか」．

5/30 ・テレビ朝日報道ステーションで知床油汚染問題が取り上
げられた．

6/1 ・油汚染源特定に人工衛星画像を活用．欧州の人工衛星
エンビサットが2006年11月22日にサハリン・テルペニヤ岬
沖を撮影した画像に，海面を漂う油のような物が写ってい
ることがわかった（北海道漁業環境保全対策本部（札幌
市）が画像を購入）．原因特定が難しいと言われていた知
床油汚染源の解明に一歩前進か．

5/3
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6/6 ・漂着重油推定重量を算出．東京農大大学院生で当支部
幹事の奥村が知床に漂着したエトロフウミスズメとハシブト
ウミガラス（各1羽）のDNA解析を行う際に，重油を洗浄す
る前の重量と洗浄後の重量を計測した．この体重差が付
着していた重油の重さとなる．それぞれに付着していた重
油の重さはエトロフウミスズメ78.55g，ハシブトウミガラス
194.46gであった．国後島に漂着した数千羽の海鳥も同じ
汚染源として考え，さらに油汚染により被害を受ける海鳥
の数は，一般に漂着する数の10～20倍と言われていること
を考慮に入れ計算した結果，知床，国後島合わせて7.85t
の重油が漂着したと推定できた．

6/9 ・4月9日に行われた一斉海岸調査に参加された酪農学園
大学のメンバーにより，知床油汚染についての報告会（第
28回ルウェにて）が行われた．

6/15 ・斜里町，「斜里町における油汚染漂着海鳥等に関する今
後の対応」を発表．それによると，「回収作業：組織的な回
収作業は終了する．新たな情報提供があった場合はその
つど対応する」，「保管死骸：冷凍保管死骸（全体の40%）は
継続して知床博物館で保管する．常温保管死骸（全体の
60%）は腐敗が激しいため，6月下旪以降に斜里町小動物
焼却施設で焼却処分する．冷凍保管死骸を研究資料等と
して使用する場合は希望者に引き渡す．その場合の抽出
作業，輸送費負担等は資料使用者が対応する．オオワシ
及びウミガラス死骸は環境省に引き渡し済み」，「情報収
集：漁業者，船舶使用者等からの情報収集を継続する」，
「原因究明及び再発防止：関係機関への要請を継続して
行う」，「漂着ドラム缶関連事項：ドラム缶及び内容物（潤滑
油）は廃棄物（一部リサイクル）として適正な処理を行う」，
「その他：斜里町油汚染漂着海鳥等対策会議は継続して，
死骸の保管・処理，原因究明及び再発防止，情報収集等
の任にあたる．行政及び民間機関による海鳥の漂着及び
原因究明のための取り組みに対して継続して協力する」と
のこと．

6/18 ・川崎（里）がオンネベツ川河口付近を調査．30分ほど歩い
て，合計7羽の死体（中小型ウミスズメ類6羽，エトロフウミ
スズメ1羽）を回収．後日，斜里町へ報告．現地ではまだ油
が付着している石やロープ等があり，表面は乾いているよ
うに見えたが，棒などでつついてみるとべっとりしていて
生々しかった．

斜里町5,575羽
小清水町8羽　　網
走市5羽　　雄武町2
羽　　浜頓別町2羽
稚内市1羽　　合計
5,593羽

6/21 ・「油汚染事故時の対応に関する学習会」ミステリアス・オ
イルスピル～北海道知床半島に大量に漂着した油汚染海
鳥・対馬の油汚染海鳥被害について～（主催：国際動物福
祉基金（IFAWジャパン）／日本環境災害情報センター
（JEDIC），会場：東京都）に当支部より奥村が参加，知床
油汚染海鳥漂着問題について報告した．

6/24 ・4月9日に行われた一斉海岸調査の報告書が完成．当支
部Webサイトにおいて，PDFファイルで配布．

6/29 ・アメリカ・OSPRでの分析結果が届く．5サンプルのいずれ
も「C重油に酷似している」との結果が出た．これにより，北
海道（北海道環境科学研究センター），国（国立環境研究
所），アメリカOSPRの3者の見解が「C重油の可能性が高
い」という結果で一致したことになった．なお，今回のサン
プルは今後アメリカにて保存され，膨大なデータベースに
組み込まれ，何かの際の比較材料として活用されることに
なる．
・現地調査（オンネベツ川河口，ホロベツ川河口），川崎夫
妻，渡辺（義），知人の4名．6月18日同様，油が付着した海
鳥の死体とロープ，鳥の羽の塊等が確認された．また，重
油がべっとりと付着した羽の塊に青いカビが付いているこ
とを確認．カビによる重油の分解が進んでいる可能性が示
唆された．

斜里町5,582羽
小清水町8羽　　網
走市5羽　　雄武町2
羽　　浜頓別町2羽
稚内市1羽　　合計
5,600羽

・オンネベツ川河口付近ではエトロフウミスズメ2羽，中小
型ウミスズメ類1羽，ウミガラス類1羽の計4羽の死体を回収
した．
・ホロベツ川河口ではエトロフウミスズメ2羽，中小型ウミス
ズメ類1羽の計3羽の死体を回収した．

6/30
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